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一進
と
、
営
業
活
動
を
女
性
の
手
で
積
極

一も
の
で
、
各
職
場
か
ら
選
ば
れ
た
女
子
一
各
后
舗
と
と
の
一
テ
l
マ
(
池
袋
后
A

|

一
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
活
一
社
員
が
テ
l
マ
に
沿
っ
た
問
題
を
論
議
一
女
性
の
白
か
ら
見
た
新
し
い
文
化
の
努

一
動
を
開
始
し
て
い
る
。

一
し
提
案
き
っ
と
い
る
の
。
一
実
掘
と
活
用
勺

B

|
女
の
時
代
を
生

一
乙
れ
は
、
販
売
、
仕
入
、
商
品
開
発
一
各
市
拍
舗
と
と
に
選
出
さ
れ
た
二
ハ
四
一
き
る
女
性
の
能
力
開
箔

eι
に
取
組

一
な
ど
に
女
性
の
特
質
を
生
郡
す
た
め
の
一
人
の
メ
ン
バ
ー
が
基
本
テ
l
マ
に
っ
た
一
ん
で
い
る
と
い
う
。

女
性
の
一
タ
ド
汐
に
合
せ
て

再
就
職
の
道
を
ひ
ら
く

一

女
子
の
勤
続
年
数
の
伸
び
、
職
場
定

一査
」
の
『
私
は
業
務
に
関
す
る
知
識
を

来
る
四
月
一
日
か
ら
、
日
本
の
企
い
二
塁
臓
の
受
入
れ
を
円
滑
に
し
…
…
一
塁
の
高
ま
り
は
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
長
一
充
分
に
有
し
て
い
る
』
と
答
え
た
の
が

…
一
業
の
中
で
も
他
に
例
を
見
な
い
と
い
よ
う
と
い
之
の
だ
。
…
・
一
め
る
と
い
う
状
況
と
な
っ
て
現
れ
て
い
一
既
婚
者
八
七
・
O
%、
毒

君

子

山
う
「
女
子
社
員
-
フ
イ
セ
ン
ス
制

度

」

重

な

ア

イ

デ
ア
と
時
代
薬
取
…
…
一
る
。
そ
の
上
、
退
職
後
も
磐
田
さ
え
あ
言
一
%
、
『
私
は
、
ぉ
震
の
熔
買
意
欲

…
…
が
発
足
す
る
。
こ
れ
歩
計
画
し
た
の
り
し
た
賑
々
し
い
広
報
活
動
に
よ
っ
山

一
っ
た
ら
再
就
職
を
、
と
い
う
声
も
多
く
一
を
高
め
る
戸
ほ
の
説
得
力
を
充
分
に
有

一
は
西
武
百
貨
居
。
女
性
の
特
質
に
対
て
、
多
く
の
若
い
女
性
の
心
を
と
ら
・
"
一
出
て
き
て
い
る
と
い
う
。
一
し
て
い
る
』
既
婚
七
九
・
二
%
、
未
婚

応
し
た
雇
用
俸
制
の
確
立
し
を
目
僚
に
え
て
き
た
同
后
だ
け
に
、
乙
の
制
度

……
一

「
西
武
百
貨
居
女
子
社
員
の
愈
験
開
一
さ
子
一
%
張
、
既
婚
者
の
職
業
窓

口
し
た
も
の
で
、
語
、
出
産
、
育
児
は
広
範
な
波
紋
義
げ
る
も
の
と
恩
…
・
一

…
な
ど
女
性
特
有
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
わ
れ
る
。

山一

…
に
合
わ
せ
た
雇
用
望
号
創
出
歩
符

乙
の
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
は
、
女
性
が

長
期
的
展
望
に
立
っ
て
殿
場
で
働
げ
、

企
業
弁
じ
て
も
、
高
度
な
実
務
知
識
、

健
術
に
加
え
、
有
益
な
社
会
俸
験
世
待

つ
人
材
宇
効
果
的
に
活
用
で
き
る
、
と

い
う
利
点
を
同
庄
は
あ
げ
て
い
る
。
乙

の
ラ
イ
セ
ン
ス
秒
李
に
入
れ
る
に
は
①

勤
続

6
年
以
ょ
、
ま
た
は
3
級
(
給
与

体
系
)
4年
以
よ
在
任
の
者
で
、結
婚
、

出
産
、
育
児
お
よ
び
止
む
宇
得
な
い
と

認
め
ら
れ
る
特
別
な
家
庭
の
事
情
で
退

職
し
た
者
引
②
過
去
一
年
間
の
業
績
お

よ
び
能
力
考
課
が
原
則
と
し
て
C
(普

通
)
以
上
の
者
と
い
う
資
絡
悪
率
が
あ

り
、
こ
れ
を
認
定
さ
れ
た
者
に
ラ
イ
セ

ン
ス
が
発
行
会
れ
る
と
い
っ
仕
組
ド
ち

乙
れ
砕
手
に
入
れ
れ
ば
、
退
職
後
も

再
就
臓
の
際
、
一
般
応
募
者
に
比
べ
て

脊
剰
な
条
件
乏
優
先
的
に
受
験
す
る
資

格
伊
得
る
乙
ど
に
な
る
。

雇
用
形
態
は
、

E
規
社
員
か
ら
パ
ー

ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
委
託
契
約
ま
で
あ

り
、
本
人
の
希
望
を
聞
い
た
よ
で
会
社

側
が
決
定
す
る
。
さ
し
あ
た
っ
て
こ
の

4
月
か
ら
、
ラ
イ
セ
ン
ス
保
持
者
に
対

し
て
は
西
武
百
貨
后
の
み
な
ら
ず
、
西

友
ス
ト
ア
ー
、
繰
墜
の
三
社
を
連
動
さ

せ
て
こ
の
制
度
の
実
効
を
高
め
た
い
と

い
う
。つ
ま
り
、
結
婚
し
て
一
た
ん
や
め
て

も
、
ラ
イ
セ
ン
ス
が
あ
れ
ば
、
再
就
職

出
来
、
し
か
も
自
分
の
望
む
麗
用
形
態

で
、
通
勤
可
能
な
と
乙
ろ
へ
入
社
で
き
、

再
就
職
の
時
に
は
、
本
人
の
離
職
期
間

に
よ
っ
て
研
修
期
闘
を
設
定
。
ラ
イ
セ

ン
ス
に
見
合
っ
た
格
付
け
を
し
ず
〉
¥
れ

る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
再
就
職
へ
の
門

戸
の
狭
い
女
性
に
と
っ
て
は
、
至
れ
り

つ
〈
せ
り
の
制
度
ル
志
い
え
る
。

安
定
成
長
期
に
あ
る
人
々
に
と
っ
て

物
的
精
足
骨
得
ら
れ
た
も
の
の
、
精
神

的
な
働
き
甲
斐
が
質
問
宮
な
要
繁
に
な
っ

て
き
て
い
る
乙
と
、
女
性
の
雇
用
者
の

泊
加
、
女
子
騒
用
率
の
高
い
企
業
で
の

女
性
の
特
質
を
踏
ま
え
た
両
聞
き
甲
斐
を

求
め
る
人
の
た
め
の
施
策
と
い
っ
た
こ

と
が
、
こ
の
「
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
」
を

生
む
こ
と
に
な
っ
た
と
向
庖
広
報
室
は

言
う
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
、

女
性
の
た

め
に
女
性
を
区
別
し
た
制
度
な
の
だ
。

にのに蔵
あコわ翁
たレた(
るクつ昭
大シて和
阪ヨ収 52
のン築年

詰LZ8
曹て+が
おと約六
高 、一十
名姻万余
な戚点年

粒選りの1200点
館内の雰囲気も抜群

三
点
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
本
モ
ノ

の
迫
力
と
い
う
か
、
色
の
午
ん
と
い

ゑ
突
し
さ
。
情
長
、
北
斎
な
ど
数
点

の
肉
筆
画
の
前
は
タ
タ
ミ
敷
き
の
一

画
に
な
っ
て
い
て
、
じ
っ
と
座
り
込

ん
で
動
か
な
い
人
も
D

飴
内
は
天
井
が
杉
木
目
張
り
、
周

囲
の
筏
楽
援
も
し
っ
と
り
落
着
い
た

和
風
の
っ
く
り
。
中
央
に
カ
ラ
池
を

し
つ
ら
え
、
石
刷
岬
師
闘
を
配
し
子
虐
園

風
の
一
休
息
の
揚
も
あ
り
、
が
囲
気
は

抜
群
。
こ
の
美
術
館
は
、
東
邦
生
命
保
険

…
…
女
性
の
知
識
欲
、
学
習
意
欲
は
す
…
…
相
基
社
の
一
冗
会
長
だ
っ
た
太
岡
沼

…δ
く
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
い
ろ
…
…

告
も

E
S
E
E
F

日・ん
な
講
習
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ュ

l
ム
は
……

y
i
h邑
・
圃

E

:
ど
こ
で
も
満
員
で
す
。
し
か
し
意
欲

uh-------

:
が
あ
っ
て
も
時
間
の
や
り
繰
り
の
つ
…

・
・
・
・
・
・
・
・
-

U
か
な
い
人
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
ん……

圃
圃
圃
圃
圃
・
圃
圃
園

口
な
人
の
た
め
に
、
身
近
に
あ
っ
玄
干
…
…

a

・・・・岡

山
軽
に
見
聞
を
広
げ
る
C
と
の
で
き
る
…
・

4aa

，，

…
…
場
所
酔
頗
次
紹
介
し
ず
』
行
き
た
い
と
に

一
…
思
い
ま
す
。
読
者
の
方
も

n
乙
こ
に
…
…

…
…
も
乙
ん
な
u
と
い
う
所
が
あ
り
ま
し
…
“

…

…

た

ら

御

指

摘

く

だ

さ

い

。

…

…

選

法

熊
鉄
事
&
島
野
寝
静
砲
句
、

浮世絵

太田記念美術館

長案22語32員8
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L
V
 開
館
記
今
由
民
は
「
名
作
に
見
る
浮

世
絵
の
流
れ
」
。
選
び
抜
か
れ
予
言

.開園圃欄開園幽・ー・・ー・・『

. 
h 蕊

扇
面
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
移
管
さ
れ

た
九
百
本
。
こ
れ
は
浮
世
絵
派
約
六

十
点
、
狩
野
派
、
琳
派
、
土
佐
派
、

文
人
画
な
ど
近
世
絵
画
史
上
貴
重
な

作
品
群
で
あ
る
。

さ
ら
に
締
晋
に
賛
成
し
た
浮
世
絵

研
究
家
長
瀬
武
郎
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
、
大
部
分
が
葛
飾
北
斎
の
稀
少
な

作
品
で
あ
る
六
百
五
十
点
が
修
蔵
さ

れ
て
い
る
。

蒐
阿
世
品
は
も
ち
ろ
ん
、
新
美
術
館

の
建
設
資
金
、
土
地
な
ど
は
、
故
人

の
望
む
に
よ
っ
イ
遜
族
か
ら
従
供
さ

れ
た
。
内
容
で
み
る
と
肉
筆
浮
世
絵
五
百

点
、
浮
世
一
絵
一
版
苛
約
一
万
点
、
肉

筆
扇
子
(
旧
鴻
池
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
)

約
九
百
点
な
ど
引
浮
世
絵
の
初
期
か

ら
終
末
に
い
た
る
ま
で
の
代
表
作

が
、
ほ
ほ
完
全
な
形
で
そ
ろ
っ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
未
公
開

だ
っ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
全
て
の
作

う
品
の
色
が
繁
麗
で
あ
る
こ
介
y
b
見
逃

ぽ

し
侮
な
い
魅
力
で
あ
ろ
う
。
ち
ょ
っ

刀
と
白
星
し
い
も
の
喜
っ
て
や
|

鈴
木
春
信
マ
風
流
う
た
ひ
八
日
南

彊

綴

厨

・
細
版
八
枚
一
切

五

鳥
庫
管
放
マ
大
川
岸
桜
上
の
月
見

旧

(
版
画

・
大
判
二
枚
続
)

制
喜
多
川
歌
麿

マ
北
国
五
色
凪
て
つ

曙
ぼ
う
へ
版
画
・
大
判
)

川
東
州
斎
写
楽
マ
七
代
目
片
岡
仁
左

串
衛
門
の
多
喜
(
版
画
・
細
判
)
U

I
現
存
す
る
も
の
は
こ
の
て
白
…
と
い
わ

武西
テ、パー

識
が
や
や
高
い
レ
ベ
ル
を
示
し
て
い
る

乙
と
か
ら
、
乙
の
制
度
の
特
徴
が
生
か

さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

亡
の
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
と
併
行
し
、

同
信
で
は
女
子
社
員
の
能
力
を
開
発
す

る
も
の
と
し
主
レ
デ
ィ
ー
ス
ボ
l
ド」

砕
設
置
し
、
初
年
代
の
働
き
が
い
の
促

，"':. 

〉伝
的

冷白押収

" v 

eが沖

2
月
は

テ
ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
争
下
室
'に
利
用
し

ま
す
。暖
冷
房
機
穏
は
熱
効
率
の
高
い
、

部
屋
の
大
き
さ
に
合
・
フ
も
の
伊
使
用
し

ま
す
。建
設
省
で
も
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用

の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
」
に
慈
ヲ
き

主
と
し
て
屋
根

・
天
井

・
墜
・
床
な
ど
日
本
リ
ク
ル
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
乙
の

の
断
帥
用
品
構
造
化
、
窓
落
と
開
口
部
の
断
ほ
ど
実
施
し
た
女
子
社
員
に
対
す
る
企

熱
化
を
推
進
す
る
た
め
の
指
針
を
定
め
業
の
意
見
調
査
で
、
女
性
歩
侵
職
に
積

て
い
ま
す
。

極
的
に
登
用
し
よ
う
-rす
る
企
業
は
少

ま
た
、
昭
和
例
年
度
の
住
宅
金
融
公
数
で
あ
る
、
と
い
う
結
果
が
出
た
。

臨
の
融
資
で
も
住
宅
の
断
熱
性
に
つ
い
乙
の
調
査
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
昨
年

て
、
一
定
の
感
準
宇
ぷ
た
す
新
築
・
僧

日
月
、
上
湯

・
非
上
場
合
わ
せ
、
約
七

築
住
宅
に
つ
い
て
、
通
常
の
貸
付
額
に

O
五
社
を
対
象
に
行
っ
た
も
の
。

飯
高
叩
万
円
の
制
掴
が
行
わ
れ
て
い
乙
れ
に
よ
る
と
、
役
職
に
女
性
沙
登

ま
す
。

用
し
て
い
る
企
業
は
四
六
・
八
%
、
役

貴
重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
正
し
〈
上
手
験
者
の
簸
高
位
は
「
士
荏
ク
ラ
ス
」
一

に
使
い
、
有
効
に
利
用
し
た
い
も
の
九
%
、
「
課
長
代
理
、
係
長
ク
ラ
ス
」

で
す
。

が
一
八

・
六

%
、

「
課
長
ク
ラ
ス
」
七

省
エ
ネ
月
間
で
す

捕時:<48;~k{i祢
叫昌弘-芯 点覗.-
土曜白の午後、お忙しいオーマイ ・ダイニングカウンター西武百貨庖で

二
月
は
「
省
エ
永
ル

5
1月
間
」
で

す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
経
済
社
会
の
維

持
・
発
展
の
た
め
の
簸
も
基
本
的
な
要

素
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給

の
確
保
乙
モ
薗
民
生
活
や
宿
祉
の
向

上
、
庖
用
の
安
定
確
保
な
ど
を
図
る
重

要
な
政
策
謀
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
所
要
量
の
同

は
石
油
で
あ
り
、
乙
の
殆
ど
を
海
外
輸

入
に
た
よ
っ
て
い
る
現
在
、
イ
ラ
ン
政

変
の
激
変
に
よ
る
国
際
石
油
情
勢
は
、

私
た
ち
の
生
活
に
ま
で
も
大
き
な
痛
手

宇
負
わ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た

不
安
の
中
で
、
ガ
ス
・
電
気
斜
金
の
値

上
げ
も
喝
か
れ
て
い
ま
す
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
で
は
、
こ
れ
が

ら
予
想
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
制
約

m
t
下
さ
eRι
・
民
生
・
輸
送
な
ど
各
部

門
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
省
エ
ホ
ル
ギ

1
月
間
に
お
け
る
国
民
の
合
意
形
成
と

留
十ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
身
近
に
出
来
る
住
宅
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
宇
暑
J

え
て
み
ま
し
ょ

う
。
住
宅
で
は
、
節
約
や
我
慢
で
省
エ

ネ
を
す
る
の
で
は
な
く
、
ど
う
し
た
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
省
効
に
利
用
で
き
る
か

宇
考
え
る
乙
と
が
大
切
で
す
。
エ
ネ
ル

れ
る
民
飾
北
斎
マ
風
俗
三
美
人
(
肉

画・

三
幅
対
〉
な
ど
け
ん
や
ん
そ

の
も
の
。

館
で
は
月
毎
の
展
示
答
え
(
一
回

百
点
ぐ
ら
い
)
、
年
二
回
の
特
別
展

宇
汚
い
、
さ
ら
に
、
地
下
の
視
聴
覚

室
で
、
汗
世
絵
に
関
す
る
映
写
、
実

府
側
、
講
座
な
ど
P
E
E
し
て
、
浮
世
絵

に
な
じ
み
の
少
い
人
、
若
い
人
に
も

視
し
ん
で
も
ら
っ
計
画
だ
と
い
う
。
、

と
に
か
く

n
実
物
を
観
る
H

そ
こ

か
ら
す
べ
て
が
発
足
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
か
け
が
え
な
い
浮
世
・

絵
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

(
場
所
は
国
電
原
宿
駅
か
ら
、
神

宮
表
参
道
を
百
M
程
下
り
、
e

左
に
入

っ
た
閥
紛
な
場
所
。
地
下
鉄
は
明
治

神
宮
前
下
車
。
T
E
L
4
0
3
i
0

8
R
D
)
 

ギ
ー
を
無
駄
に
梢
貸
し
な
い
よ
う
に
工

夫
し
、
経
済
的
な
効
果
を
あ
げ
つ
つ
快

適
な
豊
か
な
専
ら
し
を
実
現
さ
せ
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

住
宅
を
新
築

・
掴
築
す
る
際
に
も
、

屋
根
や
天
井

・
床
な
ど
に
断
勲
材
を
入

れ
、
窓
は
断
熱
性
、
気
密
性
の
高
い
窓

に
し
ま
す
。
ま
た
、
夏
は
日
射
争
防
長
』、

冬
は
臼
が
当
た
る
よ
う
に
適
当
な
長
さ

の
ひ
さ
し
に
し
た
り
、
庭
に
は
落
葉
樹

を
お
い
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

居
間
は
南
陶
き
に
、
窓
の
配
置
は
夏

の
風
向
き
伊
考
え
て
、
そ
し
て
、
ヵ

1

ヂ
タ
マ
か
か
え
る

か
田
原
か
ま
ぼ
こ

カ
マ
ボ
J
、
ゆ
で
め
ん
パ
ン
ベ
ン
、
一、
ど
フ
ス
干
し
な
ど
に
殺
菌
、
漂
白

の
目
的
で
使
用
さ
れ
て
い
る
食
品
添
加
物
の
過
磁
化
水
紫
に
、
弱
い
発
ガ

ン
性
が
あ
る
こ
と
が
厚
生
省
の
研
究
班
の
動
物
実
験
で
明
ら
か
に
な
っ
た

と
い
う
二

三
l
ス
は
、
小
田
原
の
カ
マ
ボ
コ
業
界
に
大
き
な
打
撃
を
与
え

て
い
る
。
小
回
原
務
鉾
水
産
加
工
薬
協
司
豊
百
(
凶
社
・
上
村
光
三
郎
理

事
長
)
で
は
、
ニ
ュ
ー
ス
の
出
た
翌
日
(
一
月
十
三
日
)
、
緊
急
対
策
理

事
会
を
関
与
、
即
時
過
酸
化
水
索
の
使
用
禁
止
を
決
定
し

τ安全
宣
言
一
H

を
し
た
が
、
消
賞
者
の
カ
マ
ポ
コ
離
れ
は
い
ち
じ
る
し
く
、
売
上
げ
は
三

分
の
一
ほ
ど
に
激
減
し
、
A
「
後
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。

女
性
モ
ニ
タ

ー
募
集
中

公
正
取
引
委
員
会
で
は
、
五
十
五
年

度
消
賞
者
モ
ニ
タ
ー
(
二
十
歳
以
上
の

女
性
)
を
募
策
し
て
い
る
。

仕
事
内
容
は
、
誇
大
広
告
や
価
格
協

あ可客様の相談にも熱心に応待

酋武百貨l苫ベビー用品売場で

女性の役職進出
リクルートセンター調べ

企業なかなかウンとは

ク
は
大
き
い
1

。

小
田
需
の
カ
マ
ボ
コ
生
霊
者
は

禾
加
鑓
砕
き
め
て
二
十
二
社
。
年
間
生

産
量
は
壬
ハ
百
万
本
、
売
上
高
は
約
七

十
億
円
と
い
わ
れ
る
。
観
光
み
や
げ
と

し
て
も
小
田
原
名
産
の
カ
マ
ポ
コ
は
普

か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
厚
生

省
の
発
表
以
来
バ
ッ
タ
リ
売
り
上
げ
が

へ
り
、
地
元
の
消
費
者
か
ら
も
ソ
ッ
ポ

を
む
か
れ
る
有
機
。
ス
ー
パ
ー
や
土
産

后
か
ら
の
返
品
が
相
次
ぎ
、
業
界
は
イ

メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
の
パ
ン
固
に
や
っ
気
と

な
っ
て
い
る
。
底
頭
に
過
厳
化
水
紫
の

使
用
禁
止
を
明
示
し
た
り
、
地
元
の
消

費
者
に
チ
ラ
シ
を
配
っ
た
り
し
て
い
る

安
全
宣
言
は
し
た
も
の
の

遠
の
く
客
足
、
返
品
の
山

神宮の森も近く、開館した浮世絵契術館

ら
出
る
ほ
ど
今
回
の
食
品
際
加
物
・
過

酸
化
水
素
の
発
ガ
ン
性
問
題
が
、
小
田

原
の
カ
マ
ボ
コ
業
界
室
直
草
し
た
シ
ョ

「大
丈
夫
か
?」
「
過
酸
化
水
素
は
使
っ
て
ま
せ
ん
H
e」
発
ガ
ン
性
問
題

で
売
り
上
げ
バ
ッ
タ
リ
の
小
田
原
名
物
の
カ
マ
ボ
コ

ツ
が
、
今
の
と
ζ

ろ
効
果
が
な
い
。

小
田
原
保
健
所
の
話
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
業
者
が
過
酸
化
水
紫
宇
使
用
し
て

き
た
。
し
か
し
、
毎
月
の
間
保
健
所
の

抜
き
打
ち
検
査
で
は
、
過
酸
化
水
素
の

残
存
量
は
ほ
と
ん
ど
な
く

「不
検
出
」

が
大
部
分
で
、
た
ま
に
検
出
さ
れ
て
も

三

O
附
以
下
と
な
っ
て
い
る
(
食
品
衛

生
法
に
よ
る
と
、
カ
マ
ボ
コ
の
場
合
、

過
酸
化
水
素
の
残
存
許
容
置
は

一
門
百

聞
以
下
)
。

ま
た
、
ヵ
マ
ボ
コ
型
原
厚
生
省
の

食
品
薬
品
安
全
セ
ン
タ
ー
(
秦
野
市
)

へ
依
頼
し
て
実
施
し
て
い
る
自
主
検
査

で
も
残
存
量
は
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
。

と
の
原
因
に
つ
い
て
、
業
界
や
保
健

所
で
は
、
小
田
原
カ
マ
ボ
コ
ぽ
過
酸
化

〈過
酸
化
水
繁
〉
メ
モ

水
の
分
子
に
厳
禁
原
子
一
個
が
付
加

し
た
形
の
化
合
物
。
容
易
に
水
介
酸
素

に
分
解
。
乙
の
俊
繁
の
酸
化
力
が
漂
自

殺
菌
作
用
pvも
つ
た
め
、
古
〈
か
ら
水

俗
液
の
形
で
消
園
田
薬
や
食
品
の
漂
白
、

保
存
用
に
世
界
中
予
使
用
さ
れ
て
い

公取餐

定
、
ャ
ミ
再
販
な
ど
の
情
報
や
意
見
の
一
働
く
こ
と
に
理
解
を
求
め
る
乙
と
」
「
就

回
世
供
な
ど
。

一
験
機
会
の
平
等
や
母
性
保
授
の
法
律
を

希
望
者
は
二
月
十
H
i
-
-一月
十
日
ま
一
盤
え
、
ま
た
保
育
施
設
な
ど
女
性
が
安

で
公
正
取
引
委
員
会
取
引
謀

(
0
3
|
一
心
し
て
働
け
る
社
会
施
設
を
充
実
さ
せ

5
8
2
1
5
4
5
1
)
文
は
各
地
方
寧
一
る
こ
と
」
と
い
っ
た
外
的
要
因
宇
あ
げ

務
所
(
札
幌
、仙
台
、
名
古
屋
、
大
阪
、
一
る
者
が
多
く
、
双
方
に
は
か
な
り
の
ズ

広
島
、
高
松
、
福
岡
)
、
仰
縄
総
合
事
一
レ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

露
公
正
取
引
室
へ
連
絡
竜
一
ま
た
、
こ
の
調
査
に
よ
る
と
女
子
社

ー

I
l
l
i
-
-'Il
l

-員
の
平
均
主
宰
数
盛
大
卒
立
一
年
か

-
一
一
%
の
順
で
、
「
幹
部
・
役
員
ク
ラ

一
ら
三
年
未
満
、
短
大
卒
で
三
年
か
ら
四

ス」
一に
い
た
っ
て
は
0
・
四

%
。

一

年
未
満
、
高
率
で
四
年
か
ら
五
年
未
満

業
魯
別
で
は
製
造
業
よ
り
も
非
製
造
一
と
な
っ
て
お
り
、
大
牟
で
四
年
以
上
在

業
の
方
が
笠
用
率
は
高
い
が
、
金
女
子
一
職
す
る
者
は
十
人
に
一
人
に
も
満
た
な

社
員
に
お
け
る
女
平
役
職
者
の
割
合
で
一
い
と
い
う
結
果
が
あ
っ
た
。

は
十
人
に
一
人
以
よ
か
役
織
に
つ
い
て
一
女
の
時
代
、
男
女
腹
用
平
等
訟
の
立

い
る
企
業
は
わ
ず
か
に
四

・
七
%
し
か
一
法
化
が
叫
ば
れ
、
女
が
男
と
向
じ
こ
と

な

か

っ

九

一

を

す

る

女

性

が

注

目

さ

れ

つ

つ

あ

る

現

非
製
造
業
部
門
が
女
子
管
理
職
の
数
一
状
で
は
あ
る
が
、
こ
の
調
査
は
そ
れ
と

酔
泊
や
す
傾
向
に
あ
る
と
は
い
う
も
の
一
は
反
対
に
女
が
社
会
に
滋
出
す
る
乙
と

の
「
と
く
に
ふ
や
し
て
い
く
考
え
は
な
一
が
、
ま
だ
卓
会
~
む
ず
か
し
い
時
代
で
あ

い
」
と
す
る
へ
量
失
七
・
五
%
富
一
る
こ
と
を
知
実
に
撃
っ
て
い
る
と
い

め
て
お
り
、

「
部
門
を
悶
わ
ず
積
極
的
一
え
よ
う。

に
登
里
「
女
性
向
き
の
部
門
に
つ
い
一

て
は
登
用
」
と
い
う
義
は
一
ニ
O

M
に

一

1
1
14
4
i
h-

-

少

E
ま
る
結
果
が
出
て
い
る
。

一

間
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ほ
ほ
同
時
期
に
一

台
育
世

代
々
木
の
国
立

首
都
圏
在
住
の
独
身
O
L
(十
八
続
1
一
、

-
s
i
J
続
技
場
の
近
く
の
歩
道

二
十
九
歳
)
一
四

8人
を
対
象
に
憲

二

膚

主

宍
朝
早
く
か
ら
テ
ニ
ス

識
調
査
を
実
施
し
た
が
、
乙
れ
と
企
業
一

一
-
同
一

の
壁
打一
ち
議
わ
っ
て
い

側
の
調
査
と
を
一
部
つ
呈
ロ
わ
せ
F
語
ニ
ニ

-h-る場所
が
あ
る
。
い
ま
や

果
、
企
業
が
女
性
期
待
す
る
要
件
竺

τr-名
所
に
な
っ
て
い
る
ら
し

「
意
欲
」
「
責
任
感
」
「
明
る
く
素
直
」

一一

旦
剛
岬
一

く
て
、
N
H
Kが
テ
レ
ビ

「
協
調
性
」
「
処
霊
力
」
な
ど
が
庄

一
f
h
l
lご

紹
介
し
て
い
た
。
見
る

倒
的
に
多
い
。

一限
り
で
は
女
性
が
断
然
多
い
よ
う
で
あ

一方、

O
L
側
は

「
意
欲
」
「
協
調

一る
。
む
か
し
の
女
性
は
公
衆
の
通
る
と

性
」
が
箸
し
〈
写
¥
そ
の
反
面
企
業
一
乙
ろ
で
こ
の
よ
う
な
よ
さ
ま
し
い

側
の
期
待
度
の
低
い
「
専
門
知
識
・
伎

一姿
“
"
を
と
被
露
し
た
り
し
な
か
っ
た
も

能
」
や
「
創
造
・
企
画
・
分
析
力
」
に
一
の
だ
が
、
そ
れ
ド
仔
女
性
の
-
て
す
〈
人

つ
い
て
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

一
口
が
支
、
太
モ
モ
を
出
し
て
か
け
回

女
性
の
社
会
進
出
に
必
要
な
要
件
に

一
る
こ
と
に
抵
抗
を
感
ず
る
乙
主
な
〈

つ
い
て
は
、
企
業
側
の
職
業
人
と
し
て

一な
っ
た
と
い
う
ζ
と
で
あ
ろ
う
。
実
際
、

の
意
欲
と
資
任
悠
の
要
求
に
対
し
、
O
一
ど
乙
の
チ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
も
、
印
ふ
み

し
側
は
「
家
族
や
殿
場
の
人
が
女
性
の

一
の
公
館
コ
l
ト
で
も
皮
性
の
進
出
は
目

一
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
ほ
ん
の
数
年

I
l
l
1
1
1
I
l
l
1
1
1
1

一
前
ま
で
は
、
独
り
で
シ
ョ
ポ
ン
と
座
つ

水
素
と
壁
亡
や
す
い
デ
ン
プ
ン
の
使

一
た
ま
ま
ゲ
l
ム
も
出
来
ず
に
帰
る
女
の

用
量
が
少
な
い
の
で
製
品
内
部
に
は
浸

一
人
を
F

一mmu習
に
思
っ
た
り
し
た
も
の
だ

透
し
に
く
い
と
説
明
し
て
い
る
。

一
一
が
、
乙
の
頃
は
、
宗
一
事
仔
で
一
簡
を

小
田
原
カ
マ
ボ
コ
の
製
造
工
程
は
、
一
占
拠
し
悩
々
と
し
て
定
り
回
っ
て
い
る

魚
肉
な
ど
の
原
料
を
策
し
て
仮
の
上
に
一

世
合
官

総
理
府
が
市
周
一一一日
に
発
表

成
形
し
た
あ
シ
過
酸
化
水
素
溶
液
(
濃
一
し
た
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
未
婚
交
性

度
三
吾
前
後
の
原
事
示
室
平
l
一
の
四
人
に

一人
は

「結
婚
は
イ
ヤ
」
と

四
十
倍
に
う
す
め
た
希
釈
液
)
を
噴
甥
一
答
え
て
い
る
。
七
年
前
の
調
査
と
は
す

し
、
一
昼
夜
冷
却
穏
で
冷
し
た
あ
と
包

一
っ
か
り
係
変
り
し
た
。
そ
の
連
由
宇
忍

袋
し
て
出
荷
す
る
。
製
品
段
階
で
は
過
一
て
も
前
閉
ト
ァ
プ
だ
っ
た

n
結
婦
は
女

酸
化
水
素
は
ほ
と
ん
F
墨
画
ま
れ
て
い
な

一
の
幸
福
だ
か
ら
u
が
五
位
に
転
落
し
て

い
と
い
う
。

一
い
る
。
自
分
の
薯
宅
、
自
分
の
望
む

し
た
が
っ
て
「
疑
わ
'
筆
は
使
用
せ

一
よ
う
な
人
生
宍
と
い
う
考
え
が
強
心

ず
」
と
い
う
乙
と
で
今
回
の
場
合
厚
生

一
な
勺
て
来
て
い
る
の
戸
rつ
つ
。
M
W

三
食

省
の
指
晴
骨
骨
得
た
ず
業
界
が
自
発
的
に

一
尽
寝
つ
き
H

の
グ
ワ
タ
ラ
マ
マ
は
痕
否

使
用
中
止
の
措
置
を
と
っ
て
い
る
。

一
い
て

wmぼ
う
u
と
い
う
わ
け
だ
。
舷

国
鉄
小
田
一
最
前
に
軒
を
な
ら
べ
て

一
か
に
八
O
誌

は

自

立

す

る

在

ま

観
光
客
に
カ
マ
ボ
コ
な
ど
土
産
品
宇
蔵

一
え
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
、
経
済
的
に
も

発
し
て
い
る
業
者
は
「
過
酸
化
水
紫
妓

一
自
立
を
裏
付
け
る
だ
け
の
収
入
時
必
要

存
置
ゼ
ロ
の
保
健
所
結
果
を
表
示
し
て

一
に
な
る
。
「
口
組
用
に
お
け
る
男
氏
の
平

あ
る
の
で
客
に
説
明
す
れ
ば
わ
か
っ
て

一
等
」
が
叫
ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
し

も
ら
え
る
と
思
う
が

e

」
と
話
し
て

一
か
し
英
国
な
ど
の
先
例
を
み
て
も
、
パ

い
る
が
、
遠
の
い
た
客
足
に
ニ
ガ
リ
切

一
l
ト
ゆ
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え
て
も
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質
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の
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た
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。
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す
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で
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が
、
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盟
一
あ
る
。

か
く
な
る
と
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持
の
点
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合
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職
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で
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つ
く
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績
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企
画
が
出
血
民
主
口
っ
五
制
し
た
も
の

明
、
会
丈
害
圃
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出
席
し
て
聾
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」
迎
躍
に
形
見
と
し
ザ
商
量
さ
れ
な

E
胃
、
主
事
E
構
だ
ら
ぽ
に
な
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ア
耐
え
て
い
金
量
す
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『
今
ま
壬
7
リ
ッ
ツ
が
叩
っ
て
い

た
の
は
、
や
さ
L
さ
と
世
怖
戸
占
り
だ

っ
だ
プ
リ
ァ
ツ
は
い
つ
も
元
罰
よ

〈
、
り
っ
ぱ
に
仕
事
を
じ
て
き
や
宅

そ
れ
が
、
今
は
脚
刑
不
自
由
で
、
障

が
調
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
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の

し
ら
れ
、
軒
ve
同
訂
た
れ
る
ば
か
旬
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だ
1
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園
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7
リ
ッ
ツ
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庄
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し
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だ
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に
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ず
れ
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え
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ん
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プ
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、
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，
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主
句
空
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置
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車
庫
か
阜
且
れ
か
け
た
主
』
E

愛
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砂
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が
え
ら
せ
た
プ
リ
ァ
ツ
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崎
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た
め
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れ
た
一
酉
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っ
た
の
は
、
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し
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す
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何
己
そ
、
幅
削
人
聞
の
骨
酎
の
一
耐

を
担
っ
て
い
る
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と
は
掃
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な
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ま

し
た
が
、
己
の
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ッ
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時
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華
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植
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」
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憧
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。
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に
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ァ
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だ
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着
の
日
常
生
搭
歩
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や
岨
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に
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い
躍
っ
て
二
十
年
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神
東
川
県

高
座
部
事
川
町
の
「
事
呈
基
」
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代
置
・
大
苗
マ
サ
子
辛
ん
、
晶
画
二

十
五
人
)
は
、
主
痛
だ
け
の
商
取
の
畠

E
て
そ
の
月
刊
作
品
唖

B
g

文
化
」
崎
県
ア
セ
ら
有
敵
の
持
肱
誌

と
し
手
書
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評
価
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葺
け
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い
る
グ
ル

ー
プ
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あ
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時
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医
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十
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生
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持
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山
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入
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星
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t
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時

る

軒
歌
研
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珍
買
ア
る
。

置

語

竿

四

人

員

毒

月

あ

一
回
虫
を

聞

い

ず

お

歌

白

装

に

は

、

げ
ん
だ
a
以
来
二
十
年
、
企
画
は
す
で

V
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に

六

十

代
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七

十

代

白

老

本

婦

が

大

学

昭

一
が

芦

し

め

争

よ

う

に

な

勺

た

が

、

晶

を

や

日

・
「
・

め
る
者
は
い
な
い
.
寒
川
町
か
A
b
転
居
一
き
畳
け
五
十
内
六
十
代
に
な
っ
デ
初
一
田
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さ
ん
官
曇
散
の
時
人
か
ら
普
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日
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し
主
君
七
人
い
る
が
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君
主
一
め
て
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と
る
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画
に
Z
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ロ
一
め
ら
れ
、励
ま
さ
れ
て
w
E
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に
!
一
冊

ト

E

会
同
と
し
て
詩
作
柄
酌
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腕
け
て
い
一
ハ
か
ら
理
唱
者
し
て
き
均
一
矩
取
も
晶
一
剖
の
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雷
管
王
ん
、

軍
主

a

E

一

る
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山

崎

辛

九

回

惇

軒

。

一

心

得

は

「

酷

に

一
晴
子
辛
ん
ら
の
作
品
が
宮
中
の
肱
進
駐
一

一
ウ
ソ
を
膏
い
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う

一
に
佳
作
入
選
す
る
普
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作
品

安

掴
一
企
画
は
月
一
回
の
酬
畠
芋
心
情
ち
に
一

川

川

川

川

川

川

川山

一

乙
と
。
晶
画
の
作
品
が
「
人
生
四
時
」
一
議
く
、
努
は
品
。
円
号
語
ら
し
τ
い
る
。
意
産
じ
め
て
か
ら
、

一

一
日
常
畳
椙
幸
「
t
Z
だ
ん
噴
U
E」
一
れ
て
い
る
。

一
「
外
出
#
主
張
底
に
あ
っ
て

h
ど

一

学
由
円
剛
山
由
は
毎
月
第
四
日
間
q
一
と
し
て
多
く
の
人
に
串
晶
霊
え
る
一
=
一
土
ハ
年
か
ら
は
年
間
7
J
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ロ
ク

一
己
台
島
町
宮
材
が
務
ち
て
い
な
い
か

一

午
前
説
歌
、
主

権

軒

の

謹

に

一
宅
日
童
相
の
中
か
長
い
つ
づ

一
!
「
ふ
だ
ん
冊
目
撃
蝿
」
義
司

一
と
若
宮
」
毎
日
で
「
時
的
震
が
一
書
白
書
「
槽
神
集
室

学
る
a
テ
キ
ス
ト
は
、
貧
の
作
品
掛
け
る
と
い
う
県
警
専
り
続
け
て
四
ト
八
年
和
泉
遣
し
主
事
昌

一
豊
か
に
な
っ
た
」
と
い

Z
大
苦
手
一
で
も
あ
る
と
い
う
.
貧
に
と
っ

τ

用
刊
「軒
以
り
文
化
」
官
、
作
品
の
白
石
肝
一
い
る
か
存
可

一
軒
散
型
」
と
な
っ
た
が
、
五
十
一
年
ま

一
子
辛
ん
は
、
E
宅
人
か
ら
「
京
?
を
一
祭
主
V
関
白
制
作
は
「
自
邑
“
震
を
通

晶
ぞ
か
拍
手
荷
の
毒
草
け
る
。

一

埠

車

aa師は
広
岡
陸
司
辛
九

一
で
土
谷
押
し
て
い
る
。

一
ま
で
よ
〈
宇
な
ァ
」
と
串
t
c
れ
る

一
じ
f
弓
宇
墳
つ
」
こ
と
に
輔
び
つ
い

こ
の
野
広
量
也
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を
二
十
年
間
指
一
(
£
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=
一土
ハ
年
九
円
か
ら
。
し
か
し
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一

π士
写
八
月
か
ら
は
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そ
れ
ま
で
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と
い
立
例
晶
白
日
は
「
軍
窃
白
血
ど
一
て
い
る
。
制
作
曲
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が
「
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分
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手
で

き
晶
画
か
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師
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か
れ
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い
る
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昨
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月
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高
齢
毒
自
に
土
u
t
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に
躍
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一
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に
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ま
せ
て
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な
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語
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げ
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完
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お
日
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た
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辛
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。
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岡
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-

-

-

A

・

・

1

・

・

'

・

・

・

・

1

・

・

一

一

一
時
れ
円
十
四
時
語

日
回
迎
え
た
「な
る
ほ
ど
展
」

R
F糾
E
U
F弓
設
立
h

盟
諸
軒

プ
リ
J
q
ゃ
F
E
町
中
古

畳
一ま
れ
ま
し
和
『
プ
リ
ッ
ツ
の

主
ま
れ
た
骨
凪
の
ジ
ョ

-
T向
ジ

ョ
ニ
ー
の
お
父
虫
瓦
も
本
当
に
い
い

人
で
し
‘
だ
や
さ
L
さ
と
人
闘
を
置

制
す
る
己
宇
レ
h
r
L
P
な
か
っ
た
プ
ョ
l
・
ポ
ッ
ツ
四
手
に
わ
た
っ
て
し

リ
ッ
ツ
は
、
や
が
す
曲
断
層
チ
i
ム
宰
つ
の
で
す
。

の
朝
両
凶
な
サ
イ
バ
ー
キ
ン
ス
の
も
一
か
け
ら
の
愛
帽
も
必
い
ジ
ョ
!

と
嘉
眠
時
と
L
テ
畠
圃
し
ま
す
。
の
も
と
に
は
、
つ
ら
く
‘
苛
酷
な
隼

覇
の
良
い
、足
四
通
い
プ
リ
ッ
ツ
は
、
活
が
持
ち
畳
け
て
い
ま
す
。
か
つ
て

考
植
な
も
フ
一
匹
由
開
肪
馬
、
さ
フ
E
ヲ一
ム
リ
ノ
の
人
々
に
略
唖
の
田
を

ン
ク
シ
異
に
E
フ
ム
リ
ン
の
町
の
火
あ
げ
さ
ザ
て
い
た
プ
リ
ッ
y
は
、
手

事
を
い
く
つ
私
巌
い
詐
主
句
し
か
入
れ
五
さ
れ
な
い
ズ
ダ
自
の
よ
う
な

車問W
 

W
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写
真
直
か
ら
ひ
ょ
っ
と
こ
ダ
ル
マ

.
ウ
イ
ン
ク
ダ
ル
マ
」
ll
暗
貧
苦
入

れ
る
と
口
が
と
交
じ
苦
ウ
イ
、
ノ
ク

しれ，
K
り
す
る

申
脱
臭
材
華
と
り
入
れ

く
つ
の
臭
い
を
消
し
つ
つ
く
っ
奏
整
頓

す
る

「田
真
靴
掛
け
一
て
プ
y
も
か

…畑山

士山掬幽聞朝幽.

第 693号

¥ 

十

事
〈
な
る
介
航
が
っ
つ
ば
っ
た
り
、
植
が
偉
く
う
っ
血
し
や
す
い
か
ら
で
A
M
長
鞍
化
畦
水
t
十
八
回
で
す
。

酬
が
赤
く
な
干
ー
と
い
一
声
幸
ょ
く
す
。

柔
軟
化
粧
水
は
、
肌
に
水
分
を
与
え
匝
用
量
は
系
轍
化
畦
水
と
同
じ
亡
す

聞
妻
子
.
冬
は
肌
に
と
っ
E
P
レ
ま
宍
外
の
尚
昆
や
宰
丙
で
の
努

rdら
か
に
す
る
叱
葉
可
在
察
、
が
、
閣
全
障
を
守
た
守

4
つ
に
し

い
マ
イ
ナ
ス
条
件
京
名
っ
て
い
る
の
「
ま
る
空
気
の
乾
蝿
可
肌
の
水
分
も
ク
リ
ー
ム
掴
の
な
F
4
を
よ
く
主
芋
。
て
つ
け
辛
苦
。
季
む
化
粧
く
ず
れ
L

9
C
芹
姐
官
し
よ
う
か
。
寒
風
町
中
を
膏
わ
れ
ま
す
。
お
手
入
れ
は
、
こ
の
よ
貨
は
コ
ッ
ト
ン
に
含
ま
ザ
で
、
指
に
や
す
い
人
は
、
化
旺
木
歩
長
め
に
阻
い

揖
い
?
蒔
、
閣
に
手
主
主
主
る
と
う
議
揖
下
に
あ
る
お
肌
白
状
搾
盗
し
め
り
け
が
串
ド
シ
り
れ
る
く
ら
い
。
関
空
ザ
、
な
り
や
す
い
小
血
零
顕
曜
と

ヒ
ン
ヤ

0
し
ま
す
が
、
乙
れ
は
ヒ
守
亀
わ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
苧
ん
。
金
広
幸
ゐ
く
よ
う
平
し
て
ワ
げ
ネ
守
.

閣
の
中
心
日
即
時
特
与
か
ね
い
に
つ

が

低

宇

し

て

い

る

?

£

。

も

ち

苧

九

州

出

会

回

れ

ん

化

旺

京

け

ま

し

ょ

う

@

肌

に

つ

っ

ぱ

り

歩

怠

じ

宅
思
く
な
っ
て
い
ま
す
.
票

T

収
れ
ん
化
旺
在
化
事
京
露
天
は
、
E
の
あ
主
植
や
ナ
イ
ト
ク

な

る

の

は

、

顧

町

中

古

い

ち

ば

ん

ヒ

7

ぐ

効

果

が

あ

り

、

更

に

多

〈

値

わ

れ

て

リ

1

ム

秒

、

い
ま
す
が
、
冬
で
も
水
分
を
保
つ
庫
味

ク
リ
ー
ム
な
ど
で
右
手
入
れ
宅

す
乙
や
か
な
肌
ポ
畠
C
す
お
f£
に
、

睡
陸
軍
十
分
と
る
こ
P
E
お
忘
れ
な

t

(慣料
提
曲

・a
R
生
堂
)

中
の
人
は
マ
ッ
仲
1
6
Y
9
5
け
手
し
よ

う
.
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
あ
と
は
、
テ
4

ヅ一

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
明
主
』
つ
少
P
リ
1
ム
を

ふ
き
と
り
、
乳
檀
や
化
粧
水
・
ナ
イ
ト

第 693号
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塩で歯みがき。あなたは経験ありませんれ塩

独特のピリッとした感触が広がって、口の中が

スッキリします。でiこの爽快感Il極の味
“しょっIf~"1:けによるものではありません。塩

には、殺菌作用プラス、収れん作用と言って.

歯グキをひきしめる効採があり、みがt、たあと

の爽快感に大きな働きをしているのです.

.ザルツライオンで、新しい歯みがきタイムを |

新発売のザルツライオンは、この嵐を安定配

合した新い、塩入りハミガキ。塩味効いた爽や

かなみがきごこちと、スッキリとしたあt昧が楽
しめます。「品近.歯グキの親子が気になるJ~

お悩みのJりには、まさにピッタリ。毎日就けて使

えI!.収れん作用で、健康な歯がヰの維持に

役守:ちます.ザノレツライオンー塩入りハミガキ.

あT..1~b新L.l 噛みがきタイムをお楽しら(だきL 、

集扇〕・ザJレツライオンの特長|
ー一一一一 ・温化ナトーJウムの働きで、歯グキ

をひきしめ、丈夫にします.・アラン

トイ〆クロルヒドロキシアルミニウ

ムとイプシロンアミノカプロン酸な

どの岨きで、指そう掴ろう・歯問先

を予防します.・ムシ歯P口臭をe

せぎます~ .:::.-ワにならず畳後まで

キレイに憧えるラミネートチューブ入

ηです。

⑧ 
暮らしをみつめる

ヨf河シ

(自己申吉)

乾性肌

資生堂 ~d品m充11" 調査

15 

ややあれがちな肌

i 

《冬
に
も
大
開
な
化
腔
ホ
由

肌
が
首
挺
し
て
い
る
時
、
す
ぐ
に
曲

計
四
楠
輯
歩
考
え
が
ち
で
す
が
、
弦
融

し
ゃ
白
肌
は
水
骨
が
専
わ
れ
て
、
こ
わ

ば
っ
て
い
る
の
可
ま
ず
必
軒
な
白
は

水
分
で
す
。
作
嵯
水
が
冬
で
も
大
切
な

の
拡
セ
の
や
お
立
肌
を
し
な
や
か
に

す
争
も
由
と
肌
秒
態
え
る
も
の
と
、
化

畦
水
に
は
3

一
割
踊
あ
り
ま
す
。

+ 
+ 
+ 
+ 
+ 

+ + ++ 

44 

冬
ー
お
肌
は
こ
う
し
て

+ + +そのタイトルは++ 

:ピーチ/、:ィ
+φ+ さわやか かろやか

やや脂っぽい肌普通飢

↓ 〆/

は
、
冬
の
お
手
入
拠
九
欠
か
ぜ
ま
ぜ
九
.

肌
の
タ
イ
プ
や
棋
盤
に
あ
っ
た
マ
y
サ

ー
ジ
ク
リ
ー
ム
倉
健
い
、
事
r
O
中
指

と

業

主
戸一
気
五
分
惨
事
リ
ズ

ミ
カ
ル
に
マ
ァ
サ
i
ノ
を
し
ま
す
.

-
鳳
は
さ
く
ら
ん
ぼ
く
ら
い
究
陥
あ

が
り
に
行
-る
が
掛
川
果
的

剛
山
川
一
つ
つ
血
L
主
体
〈
な
り
や
す
い

人
同
特
に
制
空
中
心
に
汗
い
ま
す
が
、

中
に
は
ヌ
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
航
こ
う

の
曲
目
い
す
ぎ
に
よ
っ
ィ
、
ヒ
『
ノ
が
措
く

な
り
和
睦
歩
烏
官
官
い
る
人
も
い
ま
す

の
可
そ
r
つ
い
一
文
ゃ
、
混
在
、
附
師

(輯三祖掛恒物館可)

一一晒

4割九

事
調
あ
が
り
に
マ
y
サ
ー
ジ
畳
一

肌
の
新
陳
代
謝
秒
理
す
マ
ッ
サ
ー
ジ

e-EEBEa 

駕

4

B
岳
民
旬
、

肌のタイプの夏・冬の変動
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給制決包十a司
b
k叫脳曇円t宝

山

-oH川

む

ま

1
1品川
l
L仰

肺
判
事
孟
来
事
l

グキをひきしめる細川ハミガキヲ:ILりT7合デ

掴E
 
型込J子よd' 

眉
酬

ま
主
主
輯
々
の
食
生
活
に
醐
弾
が
帯
と
さ
れ
た
パ
ン
ベ
ン
、
ヵ
マ
ポ
コ
な
ど
の
捕
製
品
や
申
者
あ
ん
に
路
加
鞠
と

し
ず
生
用
さ
れ
て
い
る
過
酸
化
水
車
に
「
晶
ガ
ン
世
」
が
認
め
ら
れ
牛
!
と
厚
生
有
が
尭
費
。
前
五
に
J
団
用

禁
止
ら
措
置
も
取
伝
え
そ
の
匝
蹟
の
一
月
予
-
日
新
宿
寝
所
講
費
者
団
障
「
つ
つ
じ
合
の
主
砲
で
小

児
副
長
邑
丸
霊
式
障
樫
先
生
の
輯
商
品

「弘
通
が
聾
強
圭
お
に
は
」
が
聞
か
れ
有
畏
い
問
、
多
く
の
震
に
接

し
主
さ
?
完
生
は
、
蝿
一
宍
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
の
す
出
が
ふ
え
て
い
る
己
と
争
指
週
間
坦
在
白
食
品
掠
加
物
に
蝿
聞
を

投
げ
か
け
、
国
の
食
品
開
加
駒
に
対
す
る
前
吋
と
憤
置
の
甘
h
r
こ
と
を
医
学
的
立
場
か
ら
批
判
し
完

現
在
、
車
生
宙
か
曜
い
9
E
っ
て
い
る
危
臨
時
加
物
は
ヰ
ん
と
一
一
十
瞳
以
ヒ
も
あ
る
と
い
う
が
、
こ
れ
ら
の
陪
皿
駒

が
動
物
理
監
の
結
果
、
4
E
開
世
M
9
持
っ
て
い
る
C
と
も
岩
J

え
由
哩
丸
尾
先
生
の
謡
曲
に
h
9
傾
げ
た
い
.

w 
ヤ4
O. 

bZ 
4子。
↓ 
1";55 19'曲

-
すで

一
味
一
意
↑
う
一
札一と

一
四率
一

-
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h
v

塩
路
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lo 

こ
わ
い
発
ガ
ン
性
食
品

子
ぬ
る
い
行
政
の
対
応

鵠
日
日
の
診
療
か
ら
警
告

ぶ
駒
の
怯
が
す
る
貴
明
が
少
な
く
な
一
た
が
っ
て
坦
え
て
き
て
お
り
、
わ
が
由
一
厚
生
析
で
は
両
陣
的
な
名
刷
こ
そ
晶

っ
た
と
噴
く
酉
が
、
こ
己
十
年
程
前
か
一
で
は
一
干
す
年
檀
前
に
埠
白
血
以
下
だ
っ
一
表
し
て
い
な
い
も
の
の
副
臣
、
約
て
十

ら
高
ま
っ
て
い
る
。
と
く
に
差
省
は
一
た
の
が
、
い
ま
者
ほ
一言
一
十
種
以
上
一
冊
酎
望
室
晶
時
加
鞠
に
つ
い
て

妻
、
問
に
か
ぎ
ら
ず
加
γ
査
晶
、
掴
一
に
お
γ
え
て
厚
生
包
容
E
畢
け
て
一
語
ガ
、
/
世

L画
在
中
有
間
有
削

除
刷
、
葉
子
掴
苦
暑
の
墜
を
知
一
慣
用
さ
れ
て
い
る
。
一
尭
ガ
ン
惣
圏
、
哩
長
男
を
お
己
す
駒

っ
て
い
る
だ
け
尺
不
問
9
訴
え
る
。
一

ζ
つ
し
た
宜
品
時
加
物
が
食
物
を

一置
の
本
桔
的
制
査
に
白
り
出
し
て
か
ら

原
因
の
-
つ
に
、
肪
隅
削
や
人
工
省
一
作
鴫
且
〈
“
マ
ズ
イ
も
の
に
さ
せ
て
い
一
七
草
に
な
る
。
E
の
、
ど
〈
テ
ム
は
医
瞳

色
料
、
乳
低
刑
、
曲
化
防
止
剛
、
男
色
一
る
の
だ
が
、
そ
れ
削
と
に
間
聞
な
の
が
、
一
品
、
農
事
、
化
駐
晶
、
企
品
添
加
鞠
の

削
雪
白
食
品
開
朋
樹
の
利
用
が
あ
げ

一
2
A
F
2
ゃ
、
自
の
過
酷
也
奈
一
な
か
か
り
毎
年
翌
十
崎
の
把
学
物
園

ら
れ
る
。
食
品
路
加
朝
は
腕
函
が
島
園

一
の
よ
う
に

4
芳
ン
一
世
'
の
あ
る
食
品
一
に
つ
い
て
P
直
富
田
性
M
@
テ
ス
ト
を

し
、
命
黛
ベ
1
3
疑
A
1
6
れ
る
に
し
一
時
加
物
が
世
用
さ
れ
て
い
る
こ
島
、

一す
る
。
己
れ
は
遺
伝
部
世
の
あ
る
明
置

の
九
O
%
が
n
斑
ガ
ン
世
H
9
E
っ
て

い
る
己
と
が
解
っ
て
発
走
十
あ
だ
6

多
く
利
用
さ
れ
て
い
孝
ず
。
し
か
も
文

冊
官
官
は
妥
結
貴
の
努
盛
串

F

1
ス
ト
フ
1
ド
を
え
れ
て
い
ま
哲
九

刑
、
叫
教
育
香
副
会
は
出
入
許
叫
し
て

い
る
ん
官
す
よ
.
こ
の
子
よ
り
朝
が
パ
ン

生
産
宿
に
イ
ー
ス
ト
フ
l
ド
多
額
く
よ

う
に
制
ん
で
も
〈
入
れ
な
い
と
違
反
に

な
る
〉
と
開
呈
直
ら
れ
て
し
寺
う
」

介
元
尾
先
生
は
品
崩
に
畏
ま
っ
た
王

T
，
告
に
午
恒
拍
食
の
安
全
性
に
つ
い

a一
て
訴
え
る
。

一

こ
う
し
ゃ
対
ン
9
E
ベ
揖
け
て
会
正

一
子
併
の
将
来
は
と
τ
つ
な
る
の
だ
る
つ

一か
。
現
在
乙
由
ま
ゑ
喧
』
田
物
色
乞
野
貫

一
し
に
じ
τ
お
け
時
費
用
変
異
喧
』
子

一
白
樺
望
が
ど
合
瓦
唱
え
て
、
保
箇

一説明同
士
の
結
措
に
よ
勺
て
、
択
世
代
に

一
思
昨
暗
を
与
え
る
こ
と
が
当
夜
亨
え
ら

一
れ
る
.

一
丸
尾
先
生
も
ま
た
新
楢
区
帯
合
判
長

』

里

，
一
い
聞
小
習
を
し
亡
多
く
の
主

や
鍾
払
躍
世
戸
晃
ガ
ン
世
に
つ
い
て
丸
一
な
か
に
は
「
睡
し
い
も
の
は
匝
用
し
正
一
歩
露
軍
し
ず
差
た
AK
で
あ
る
可

喧
毎
叫
が
詑
め
ら
れ
る
と
、
っ
さ
一
居
先
生
は
間
宮
-
つ
に
観
閉
す
る
e

一い
」
と
い
う
事
を
取
っ
て
い
る
と
こ
一
「
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
の

τ供
が
時
ろ

は
一一
一
面
院
の
易
産
を
二
年
間
が
か
一
l
i
ガ
ン
露
生
E
t
』
て
.
ぃ
一
ろ
も
あ
り
、
令
部
が
令
剖
、
こ
れ
ら
の
一
一
〈
官
増
え
て
ま
す
。
己
の
震
の
赤

り
者
説
け
亮
ガ
ン
性
の
有
無
を
醐
ベ
一
ろ
い
ろ
な
醍
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

一
一時
加
物
を
随
同
し
?
占
品
と
は
い
え
な
一
い
ポ
y
ポ
ツ
は
体
が
な
じ
ま
な
い
も
の

る
。

一
つ
に
遺
伝
子
が
輯
常
に
な
っ
た
崩
合
、
一
い
が
、
車
識
的
に
安
令
庇
品
秒
質
討
な
一
に
睡
れ
た
時
な
ど
に
イ
ヤ
ダ
、
出
て

今
回
の
過
酸
化
水
罰
は
、
す
で
に
二
川
悼
の
細
胞
が
そ
れ
哲
正
す
た
め
に
聞
主

一
い
か
ぎ
り
、
暁
々
の
日
間
体
詰
は
危
憤
一
行
け
“
主
拒
否
す
る
廃
官
す
.
そ
L
t

年
前
か
ら
発
ガ
ン
性
の
蝿
い
ー
が
も
た
れ
一
出
す
と
と
が
，
M
ン
u
少
暑
J

え
ら
れ
て
一
障
加
物
入
り
の
良
品
で
取
り
暑
か
れ
て
一
ま
や
白
内
世
も
多
く
、
普
通
は
ピ
タ
ミ

て
い
た
わ
け
だ
。
己

員

品

に

閲

す

る

一

い

ま

す

l

弘

一

い

る

の

が

現

状

回

一
ン
C
不
罪
主
る
@
で
す
が
、
主

こ
と
で
あ
る
.
も
っ
と
早
壬
行
政
指
導
一
色
哩
集
車
常
に
さ
せ
る
も
の
一

ζ

の
む
下
輔
の
な
か
で
向
を
一
も
C
宮
支
る
5
Z
F
4
い
」

予
主
迂
い
も
の
か
@

一
と
し
て
、
多
く
の
食
品
様
加
持
権
問
一
に
問
閣
の
あ
る
危
険
時
加
物
と
し
て
丸

一

シ
湿
り
‘
子
山
の
障
が
現
揖
ド
正
っ

丸
尾
先
生
は
揖
植
の
宇
か
で
「
己
申
一
が
寄
管
長
各
国
五
直
し
が
拍
ま
っ

一屠
先
生
は
「
イ
l
ス
ト
ア
ー
ド
」
(
興
一
て
悪
化
さ
ま
れ
て
い
る
藤
竜
田

空

鞠

塁

R

O
M
m
世
の

a伝
子
一
っ
た
。
ま
た
、
習
の
去
に
食
品
添
加
一
草
カ
リ
ウ
ム
)
そ
あ
げ
て
い
る
.
己
一
聞
の
揖
寝
か
ら
指
摘
す
る
。

興
情
が
見
ら
れ
た
ら
w
尭
ガ
ン
世
a
が
一
駒
山
伊
悶
え
る
に
し
た
が
っ
て
、
開
脳
症
一
白
時
皿
鞠
は
曲
問
融
製
品
白
カ
マ
ポ
コ
一
丸
尾
先
生
は
食
話
時
国
駒
や
農
高
の

あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
，
己
の
物
園
一
や
タ
ウ
ン
症
の
出
厘
が
増
加
し
て
お
一
や
チ
ク
ワ
の
量
刑
宇
し
て
哩
わ
れ
た
一
雪
し
呈
様
性
事
く
の
人
々
に
訴

の
恒
用
主
購
配
す
る
べ
主
な
の
で
ず
」
一
り
、
氏
話
昨
加
鞠
に
は
大
き
お
世
間
が
一
り
、
ま
や
コ
パ
ン
の
昨
彊
削
と
し
τ
荊
用
一
え
る
と
h
E
に
、
こ
れ
ま
で
安
全
食
品

と
軍
主
宵
憤
置
の
甘
さ
に
思
る
。
ま
一
位
げ
か
は
ら
れ
て
い
る
。

一
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
唖
輔
の
桔
県
、
一
平
時
瞳
軍
師
長
白
共
同
晴
入
作
り
世
し

一
己
の
イ
ー
ス
ト
フ
1
ド
は
喧
伝
子
を
構
一
て
い
る
如
、

a
u
日
』
毛

t

/

t

コ
匝
r

E

E

雪

山

一
つ
け
る
n
豊
富
'
認
め
ら
ぞ
一
「
湖
守
令
つ
の
な
い
李
重
は
副

長
官
中

4
1
ノ

:

、

Y

耳、一
t

疋

一
い
る
の
だ
が
‘
厚
生
計
で
は
目
下
謡
一
白
間
埴
E
t
2
1
E
分
自

一
ガ
ン
テ
ス
ト
u
中
と
い
う
ζ
と
で
や
は
一
身
刑
輯
離
し
て
食
べ
る
も
の
は
、
時
昧

プ

ツ

プ

ツ

発

疹

は

赤

信

号

一

品

用

車

止
の
舞
に
摘
み
切
ら
な
い
し
て
噛
〈
必
要
が
あ
る

J
あ
た
め
に

一
で
い
る
。
己
の
開
皿
努
問
団
哩
L
さ
れ
一
は
生
産
省
を
叩
り
、
地
臓
を
育
て
な
け

と
こ
ろ
で
厚
告
が
晶
表
f
j
Z
一
「
B
H
T
」
「
霊
議
プ
ロ
E
」
一
る
の
は
を
手
供
た
ち
に
蓄
が
大
一
れ
ば
な
ら
な
い
」

位
陣
虫
品
蕗
加
物
と
L
τ
は
っ
さ
官
一
な
ど
坦
十
崎
町
間
宮
れ
て
い
る
食
一
き
い
か
皐
L
1
一
長
己
の
E
主
主
主
量

一
つ
ま
の
が
考
喜
恒
れ
て
い
る
。
ハ
ム
一
品
は
亘
柏
、
酢
、
み
青
パ
タ
l
、
簡
一
「
己
の
イ
i
ス
ト
ア
ー
ド
は
パ
ン
の
一
入
手
す
め
時

y
!
セ
1
6
置
刑
E
E
ナ
一
時
華
、
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
と
一
豊
富
誌
亡
短
時
闘
で
7
ノ
ワ
リ

ト
リ
ウ
ム
」
酸
化
防
止
削
「
臼
H
A
」
一
位
単
に
い
少
量
な
い

.
U
ク
ん
定
揖
の
一
瞬
一
げ
る
十
あ
に
宇
世
拍
食
用
の
パ
ン
に

ス
ッ
キ
り
す
る
な
あ
o

国公~

口もと
よ居1;1自供wlみ在宅kt!:.て
ロ島山句史イプ刀弓〉と巴て摘を

下屠1;1丸みをもたせて

舟庖型に喜甚〈

7苛ライゾ・マスカラ
予イうイジ1;1目尻寄りに

細〈目在かこも法うに入れ

マス刀ラで

自然なかI'rl)~つける

肌司
書!;~つL児フ判3ある
自然な肌色に位ιrr.晶

。
ベ
ネ
ア
ィ
i
ク
グ
レ
イ
シ
ィ
リ
ッ
プ

ス
テ
ィ
ッ
ク
(
E
)
良
品
]
・
各
2
S
0

0
可
ク
リ
ー
ム
を
の
ば
す
よ
う
に
な

め
ら
か
な
時
融
の
乳
配
タ
イ
プ
。
y
フ

ト
に
う
す
〈
フ
ィ
y
ト
し
、
置
ん
だ
つ

や
や
か
在
上
が
り
ポ
告
に
じ
っ
と
り

し
t
つ
る
お
い
歩
与
え
ま
す
園

。
ベ
ネ
プ
ィ

I
ク
グ
レ
イ
シ
ィ
プ
ラ
y

シ
ャ
l
(
F
)
〈
民
誼
〉
2
色

・各

し
ょ
っ
ぱ
い
な
あ
、

ぬ?
考'
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り
状
雌
は
P
」
T

つ
で
し
ょ
う
十
八
町
中
と
両
持
率
は
=
一
回
・
六
%
、
対
の
声
が
高
ま
り

「誰
か
が
e
u
っ
け
い
え
る
で
し
ょ
う
。

同
じ
さ
つ
に
B
I
掘
仔
の
閤
査
に
四
十
九
単
に
は
豆
=
一
二
%
で
し
た
る
た
め
に
値
上
げ
し
で
い
る
の
で
は
物
価
と
昇
即
+
八
命
誕
や
輸
入
輯
者

よ
る
と
、
昨
年

-年
聞
の
輸
入
物
価
。

か
ら
、
ま
さ
「
主
白
打
四
海
外
物
価
な
い
か
」
品
Hrつ
人
も
胴
え
て
い
ま
の
も
フ
け
、
少
￥
え
る
の
は
短
描
的

申
上
昇
掘
は
七
二
八
%
に
も
遣
し
高
と
い
う
わ
け
で
す
。

す
が
、
七
二
・
八
%
も
埴
上
が
り
し
な
思
考
で
す
。
間
費
者
画
体
ば
か
り

詳
し
ち
ま
物
価
と
い
的
れ
や
困
お
も
な
再
掛
の

m上
が
り
串
を
お
入
属
産
っ
て
室
、
閣
E
で
き
腫
れ
だ
っ
て
駒
制
型
炉
り

珍
事
ぷ
人
は
い
ま
ぜ
ん
。
し
か
し
、

五
ι
F
E
L
l

、ノ

-
n
J
r
M
叩〓
3
、

i

f

E

E

駒
価
k
昇
の
監
5
Z
τ
「
度

話
タ

σ一彰
ね

I
Hカ
正
雪
8

5

1

τ

も

問

題

d

-

E

F

-

-

i

l

-

-I

一

は

解

釈

ν喜
λ
。
そ
れ
ば
か
り
か

白

1

・

、

・

・

・

l

'

胤
闘
の
上
昇
分
が
生
産
性
の
向
ト
セ

宵

資

源

省

、

、

主

生

き

る

道

監
喜
な
い
悼
と
に
な
っ
丈
L

4

5

J

J
、
i

f

・

4

1
1

J

-

可
司
.

か
も
且
品
市
制
格
の
値
上
げ
が
不
吋
間

と
い
う
こ
と
に
な
れ
関
西
棄
の
盗

み
ま
す
介
T
ー
し
た
商
品
の
卸
売
帥
枯
が
一
八
O
融
か
崩
れ
て
し
ま
い
$
守
。

原
福
山
川
一
-
七

・
O
男
、
木
村
%
し
か
上
昇
し
て
い
な
い
と
い
う
の
日
本
圏
内
の
斑
れ
も
か
-b
つ
け
て

同
盟
話
が
七
九
・
二
%
、
合
院
副
は
は
ど
つ
い
う
わ
け
で
し
ょ
う
。
い
な
い
の
に
物
価
が
土
拝
す
る
己
と

主
ハ
・
O
晶
、
天
荊

石
柚
ガ
ス
九
阿
材
軒
輸
入
か
り
生
雫
加
王
も
あ
る
の
で
す
。
朝
品
問
岨
へ
の
取

二

O
耳
、
コ
I
年
。
司
王
ハ
・
七
割
に
至
る
ま
で
の
間
隔
襲
棋
界
。
臨
寧
4
は
‘
時
岬
に
そ
の
原
因
者
同
析

%
、
小
量
正
九

-
一一一
%、
支
用
ゴ
ム
ム
ロ
扇
社
や
大
危
曜
の
多
い
基
幹
時
棄
し
、
そ
の
鼠
囚

va和
解
閉
す
る
よ

山
九
O
%
な
屯
界
叫
拍
柑
革
新
や
揖
喧
白
用
化
う
に
金
圃
民
的
な
取
事
4
が
必
要
だ

わ
が
国
の
工
業
開
材
制
の
題
外
怯
笠
原
性
向
上
に
記
托
の
劣
h
M
を
車
ね
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
官
民

存
置
が
高
い
こ
と
は
、
い
ま
さ
白
い
ず
桶
入
開
材
料
白
出
上
が
り
を
で
き
を
あ
げ
t
笠
雇
に
た
ず
さ
わ
る
塵

う
ま
予
ち
あ
り
ま
ぜ
ん
。

る
か
ぎ
り
聴
取
し
丈
原
棋
の
値
上
轟
界
や
間
帽
貿
信
も
有
エ
ネ
ル
ギ
ー
宵

そ
こ
で
ち
ょ
っ
ル
耳
元
工
市
て
下
が
り
を
製
品
田
卸
再
踊
暗
に
転
揮
し
閏
原
町
工
夫
を
す
る
こ
と
が
ゑ
一
歩

・

示
。
国
段
、
は
、
物
価
償
上
げ
反
な
い
よ
BA

ノ
星
っ
て
い
る
桔
警
と
に
血
y
d
f
手
P

(日
本
圃
・
2
2商
祉
要
員
会
開
ベ
)

日
本
画
行
の
亮
置
に
よ
れ
健
一

月
上
奇
の
卸
砲
物
価
は
、
地
平
均
宿

敵
一
ニ
ニ
・
六
(
一
九
七
云
申
リ
一

円
。
で
昨
年
の
同
品
朗
に
比
べ

て
一
八

O
%
中
ム
拝
と
な
り
ま
し

有
こ
や
宅
支
晒
上
昇
の
舗

は
賃
金
岡
地
金
、
嗣
地
金
が
晦
外
高

耳
必
世
し
ゃ
と
と
浄
化
民
四
日
娠
、
パ

金
の
還
が
世
界
中
富
盲
量
ル
プ
、
有
曲
、
品
開
、
費
ガ
ス

め
て
い
ま
す
。
金
町
延
べ
陣
や
金
塊
な
ど
墨
幹
噛
闘
が
干
せ
い
に
輸
入
聞

は
庶
民
の
生
暗
記
は
鼎
輔
、
と
且
つ
制
町
田
k
が
り
を
民
眠
し
た
た
め
と

て
い
る
聞
に
-
般
の
物
価
も
上
H
の
配
閉
さ
一
れ
て
い
ま
す
。

明
い
を
強
め
て
い
ま
す
。

さ
亡
そ
の
輸
入
阪
軒
目
臨
ヒ
が

(3) 



(4) 
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一
九
五
八
年
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
日
開

審
宇
猶
い
た
「
グ
ロ
l
イ
ン
グ
・
ア

ッ
プ
」
の
第
2
弾
。-
第
一
作
固
と
向

後
、
今
回
も
プ
レ
イ
ボ
1
イ
の
ボ
ピ

l
、
ふ
と
っ
ち
ょ
で
三
枚
目
の
ヒ
ュ

lィ
、
レ
ャ
i

ロ

lの
ベ
ン
ジ

lの
一一一

人
組
が
宇
夜
。
前
作
引
』
恋
し
て
隠
れ

た
ベ
ン
ジ
ー
が
、
そ
の
傷
も
吃
え
新

た
な
恋
に
挑
戦
す
る
。
そ
の
マ
ド
ン

ナ
の
名
は
タ
ミ
l
。
テ
ー
マ
・
ソ
ン

グ
の
「
ミ
ス
タ
ー
-
ロ
ン
リ
l
」
か

ら
い
か
に
脱
皮
す
る
か
が
今
回
の
見

物
で
あ
る
。

純
真
で
オ
ド
オ
ド
し
た
イ
メ
ー
ジ

か
ら
一
転
、
ナ
イ
ー
ブ
さ
世
録
し
な

第 593号

が
ら
も
が
む
し
ゃ
ら
に
押
し
の
一
手

で
タ
ミ
l
H
h掘
る
ベ
ン
ジ
l
、
相
い

も
変
お
ら
ず
失
貌
を
売
り
も
の
に
交

の
尻
を
温
い
か
け
ま
ね
す
す
け
と
ま

し
の
ボ
ピ
l
、
友
情
と
嫉
rm
の
板
ば

さ
み
に
苦
レ
市
な
が
ら
も
三
板
目
な

り
の
恋
に
励
む
お
人
好
し
の
ヒ
ュ

l
イ
、
彼
ら
三
人
の
織
り
な
す
友
情

と
恋
の
物
語
は
、い
つ
の
時
代
、錐
に

も
あ
て
は
ま
る
腎
春
の
熱
い
息
吹
き

で
あ
る
。
ポ
ッ
プ
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
で

ペ
ー
ソ
ス
に
あ
ふ
れ
た
前
作
の
香
り

争
議
し
つ
つ
、
ベ
ン
ジ
l
の
恋
と
ヒ

ュ
l
イ
の
恋
を
対
照
的
ド
福
く
こ
と

に
よ
っ
て
十
代
の
少
年
少
女
が
一
度

は
体
験
す
る
共
通
の
哀
歓
を
、
よ
り

濃
や
か
に
よ
笠
優
し
く
浮
き
彫
り
に

す
る
。

〈見
た
ま
ま
放
談
〉

A
i
コ
メ
デ
ィ
・
タ
ッ
チ
で
、
ま

あ
面
白
い
映
画
だ
っ
た
わ
ね
。

k
e
各
シ
1
ン
の
カ
メ
ラ
の
ア
ン

グ
ル
が
と
て
や
品
か
っ
た
け
ど
、
何

か
二
番
煎
じ
と
い
う
感
じ
。
ア
メ
リ

一時代
新人発掘もねがい

攻撃デビュ
ファニー
キャ ッ 卜

側、幽-・、』酬，崎、-、，

カ
ン

・
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
と
か
、
あ
の

手
ね
。
A
:
で
も
、
そ
れ
で
も
い
い
ん
じ

ゃ
あ
な
い
。
青
春
時
代
を
思
い
出
す

と
い
-
つ
点
で
ね
。

K
・
:
壁
掛
人
物
と
闘
世
代
の
若
い

子
た
ち
は
、
ま
ず
セ
う
は
、
思
わ
な

い
だ
ろ
う
な
。
の
め
り
乙
む
。

A
-
や
は
り
、
年
の
せ
い
か
怠
。

散
ら
か
っ
た
羽
ま
く
ら
の
羽
が
映
像

画
で
す
と
く
き
れ
い
な
イ
メ
ー
ジ
た

と
恩
・
っ
そ
ば
か
ら
、
あ
れ
を
片
づ
け

る
の
は
設
だ
ろ
う
な
ん
て
恩
っ
ち
ゃ

， 

日
本
海
の
潮
風
に
育
っ
た
「
務
削
水
に
察
せ
ら
れ
よ
う
、
日
本
海
の
荒
波
が

一

金
の
鍵
ピ
ノ
キ
オ
の
ロ
険
も
の
が
ピ
ノ
ッ
キ
オ
は
、
自
分
を
作
つ
ず
ら
く
で
、
お
前
が
勉
強
し
て
大
主
更
な
れ
ば
一
楽
レ
ん
で
い

F
Pげ
る
u
と
劇
団
側
も

仙
が
・
二
十
一
百
型
車
刷
、
東
京
に
や
っ
宕
頭
に
臼
く
砕
け
散
る
様
を
版
下
に
見
一
た
り
l

れ
た
ジ
ェ
ベ
ッ
ト
爺
さ
ん
に
毎
日
わ
が
探
す
こ
と
が
で
き
る
亨
?
?
よ
」
ル
唇
一
自
信
た
っ
ぷ
り
。

て
き
右
前
袋
・
西
部
百
貨
庖
で
開
催
な
が
ら
熊
慮
七
・
八
百
斤
鱒
も
の
水
仙
一
人
形
堅
固
同
公
演
の
「
金
の
鍵
」
が
ま
ま
を
重
っ
て
は
困
ら
せ
て
い
ま
し
え
ま
し
勺
ピ
ノ
ァ
キ
オ
は
金
の
鍵
一
出
演
は

「
9
階
の
位
号
室
」
に
つ
づ

中
の
「
結
前
・
若
狭
の
物
産
と
観
光
庖
」
が
咲
き
統
〈
風
間
粛
は
は
可
憐
に
し
ず
盛

一
2
月

u
・日
日
の
臼
筆
小
l
ル
を
皮
切
た
。
す
る
主
拍
爺
さ
ん
は
一
冊
の
古
い
を
保
し
て
お
爺
さ
ん
を
幸
福
に
す
る
の
一
く
新
型
口
同
公
演
二
度
目
の
出
一
個
で
あ

に
茎
言
』
お
り
花
を
添
え
る
た
め
で
、
大
、
想
像
の
砦
超
え
る
も
の
の
よ
う

一
り
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。
本
を
開
き
ピ
ノ
ッ
キ
オ
に
見
せ
ま
し
だ
と
、
お
訴
さ
ん
の
客
二
枚
し
か
な
一
る
黒
柳
徹
子
(
フ
リ
1
)
と
立
川
光
貴

開
館
と
恩
師
に
、
紺
の
カ
ス
リ
赤
い
タ
だ
。

一
乙
の
作
品
は
昭
和
日
年
に
人
形
劇
団
た
。
そ
乙
に
は
、
世
界
中
の
人
形
劇
の
い
上
智
を
売
っ
た
お
金
宇
誇
っ
て
外
へ
一
(
演
劇
作
製
団
巴
の
芋
麗
に
加
え
て

一
プ
l
ク

が

初

と

び

だ

し

て

い

く

の

で

す

。
そ
乙
に
待
一
首
年
劇
場
が
総
出
演
、
各
酬
慰
問
か
ら
も

タ

タ

タ

水

仙

や
燃
の
あ
註
迄
聞
は
し
り

一

'

}

k

一

弥
栄
子

一

管

た

お

お

な

じ

み

ピ

ノ

キ

オ

っ
て
い
た
お
は

。
加
重
雪
一
義
す
る
と
い
品
の
入
れ
よ
う
。

春

を

招

く

か

一

宍

今
回
の

S

Z

ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
章
作
品
。
一
ジ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
の
作
品
は
、

E

タ

タ

タ

水

仙

の

解

語

と

し

て

ま

ぷ

-

主

合

同

省

こ

出

演

人

形

劇
団
プ

ク

、
人
形
劇
一
等
一
九
七
五
年
に
「
ド
ラ
ゴ
ン
」
を

f

1

4

t

一
一
y

b

2
月

合

同

人

形

劇

「

金

の

鍵

」

ー、

l
:一

水

仙

む

す

め

路

、

寝

室

下

印

私

え

ら

れ

る

あ

2
川

尻

型

糸

口

人

応

劇
団
ひ
去
座
/
一
ま
た
七
三
年
に
は
墨
事
「
影
」
宝

が
、
春
待
た
れ
る
乙
の
時
期
宇
彩
る
代

一
泰

男

望

王

子

息

人

形

西

川

古

柳

一

座

。

一

演

す

る

を

な

与

が

あ

る

。

ス
キ
の
水
仙
線
た
ち
の
手
毒
事
~
ぉ
表
的
な
冬
の
花
で
あ
る
。
乙

の

日

に

物

十

低

学

年

を

低

学

年

向

き

に

書

き

改

め

2

月

凶

S
A
1回
目
砂
防
会
館
ホ
一
演
出
に
当
っ
た
飯
沢
匡
さ
ん
は
「
乙

答
に
一
号
つ
配
ら
れ
だ
越
前
水
位
、
震
義
れ
、
乙
次
若
手
か
ら
思
い
互
援
に
新
た

l
ル、

3
月
5
・
6
白
H
荒
川
区
民
主
の
作
品
は
号
か
に
ヒ
ァ
ト
ラ
l
の
銀

総
前
・
費
・
河
野
三
町
村
の
海
障
に
も
か
け
ぬ
プ
レ
ゼ
ン
ト
委
主
要
一
に
警
改
め
た
も
の
。
C
存
知
コ
ヅ
乙
と
が
嘗
か
れ
て
あ
り
、
孟
お
わ
り
館
、
千
百
品
目
票
l
ル
。

一
放
政
治
車
線
し
き
か
れ
た
も
の
で

撃
し
て
い
る
そ
の
見
事
さ
は
県
の
花
ち
は
、
ふ
と
い
ち
よ
う
に
和
ゃ
い
量
一
ロ

l
デ
ィ
の
ぜ
ノ
ァ
キ
オ
M

と
ア
の
頁
に
は
、
な
ぜ
か
大
き
な
金
の
鍵
が
一
般
約
千
1

5

0
円
(
大
人
・
一
あ
ろ
う
が
、
今
日
の
日
本
で
上
演
し
て

に
指
警
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
容
易
持
ち
を
見
せ
て
い
た
。

一
・
ト
ル
ス
ト
イ
の

4
の
鍵
u
を
下
敷
儲
か
れ
て
い
る
の
も
す
。
そ
の
わ
け
を
子
供
均
一
)
団
体
、
乙
生
霊
}
割
引
が
一
も
決
し
て
色
あ
せ
た
も
の
に
は
な
主

-
j
$
2
8
2
8
2
2
3
g
g
g
s君
!
2
8
2
2
2
S
8
5言
語
一

き
に
、
人

間

の

蓄

と

は

何

か

を

平

ど

た

ず

ね

を

ノ

キ

オ

に

、

お

爺

さ

ん

は

あ

る

。

一

い

と

思

う

。
そ
ん
な
政
治
的
意
図
抜
き

一.ド
会
社
は
勿
論
の
乙
と
、
テ
レ
ビ
局
、
一
象
に
呼
び
か
け
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
希

一
も
た
ち
に
や
さ
し
く
問
い
か
け
る
も
の
。
「
こ
れ
は
幸
福
の
院
を
あ
け
る
金
の
鍵
一
に
し
て
も
八
王
僚
は
裸
だ
〉
と
叫
ん
だ

一
ラ
ジ
オ
局
、
有
線
、
キ

rパ
レ

l、
ク
亙
者
を
募
っ
た
の
は
昨
年
の
十
月
。
自

7
1
1
1
1
1
1
I
1
l
!
!
!
!
!
!
!
1
1
1
1
1
1
i
I
1
1
l
l
i
i
i
一
幼
児
の
よ
う
に
曇
り
の
な
い
目
で
真
実

妻
、
県
て
は
友
人
か
ら
知
人
へ
事

一
分
の
レ
コ
l
ド
毒
ち
た
い
と
い
う
人

一た
は」

。

一
十
万
円
の
赤
案
。
決
し
て
ウ
マ
昧
の
一

C
A
に
移
っ
て
大
ス
タ
ー
に
な
っ
た
乙
一
を
昔
、
と
い
う
訴
は
、
常
一
切
と

軽
、
気
軽
に
売
り
込
み
に
行
け
る
。
チ
一
の
ナ
ン
ト
多
い
こ
と
か
。
老
若
男
女
、
一
鈴
木
代
表
は
、
五
十
踊
嶺
に
音
域
を
一
あ
る
仕
事
と
は
思
え
な
い
の
だ
が
そ
一
と
は
衆
知
の
と
お
り
だ
。

一
で
も
通
用
す
る
も
の
だ
る
つ
。

ャ
ン
ス
悼
と
に
転
っ
て
い
る
か
わ
か
一
七
百
人
も
の
人
速
が
応
募
νて
来
た
。
一
変
え
た
「
明
日
か
ら
」
@
ア

l
Z一
乙
は
会
差
伝
の
忘
の
投
資
「
名
前
一
作
業
は
レ
コ
ー
ド
制
作
そ
そ
の
盲
帯
し
た
瞬
間
か
ら
観
客
は
、
純
真
で

ら
な
い
の
だ
。

一
一
度
に
は
さ
ば
量
れ
ず
、
各
都
道
府
一
か
か
え
丈

全
国
各
地
を
オ
l
デ
ィ
シ

一
も
十
分
に
売
っ
た
し
、
今
後
、
乙
れ
が

一
後
、
レ
コ
ー
ド
会
社
か
ら
ス
カ
ウ
ト
さ

一率
厄
な
王
皮
の
性
絡
に
型
c
入
れ
ら
れ

雇
用
の
五
十
万
円
は
歌
手
負
但
、
一
県
か
ら
一
名
ず
つ
代
表
を
選
出
し
、
同
一
ョ
、
/
行
開
。
=
一
ヵ
月
か
け
て
終
了
。か
か
一
会
社
の
震
に
つ
な
が
れ
は
安
い
も
一
れ
よ
う
が
、
ス
タ
l
ダ
ム
に
の
し
ょ
が
一
そ
れ
に
苧
そ
彼
女
を
と
り
ま
く
震

分
割
打
い
も
可
、
シ
ン
グ
ル
盤
千
枚
付

一
品
で
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
企
画

一
っ
た
費
用
は
締
め
て
二
千
七
百
万
円
な

一
の
」
と
割
切
っ
て
い
る
。

一
ろ
う
が
一
切
関
知
し
な
い
と
い
う
フ
ァ

一だ
ら
け
の
宮
廷
人
の
邸
雲
行
動
に
あ

き
」
と
い
う
条
件
で
フ
ァ
ニ
・
l

・
キ
ャ
一
に
相
な
っ
た
わ
け
。
統
一
簡
は
石
坂
ま
一
り
。
代
表
歌
手
か
ら
五
十
万
円
ず
つ
策
一
「
制
作
貨
が
応
募
者
負
但
と
い
う
こ
一
ニ
'
i
・
キ
ャ
ッ
ト
と
海
外
の
ス
モ
ー
ル
一
き
れ
一
与
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。

ッ
ト
が
全
国
の
プ
ロ
欧
手
予
備
軍
を
対
一
さ
宇
作
詞
・
作
聞
の
「
明
日
か
ら
あ
な
一
め
て
も
二
千
三

三
百
=
一
十
万
枚
:
こ
れ
か
ら
は
総
て
プ

ラ
イ
ベ
1
ド
盤
と
し
て
制
作
、

大
手
レ

コ
ー
ド
会
社
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
た
も

の
。
さ
ら
に
は
「
呉
邦
人
」
引
お
題
の

ニュ

l
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
界
の
新
人
・
久

保
田
早
紀
は
C
B
S
Y
ニ
l
レ
コ
ー
ド

に
テ
l
プ
を
送
っ
て
認
め
ら
れ
た
も
の

だ
。「
今
ま
で
は
待
つ
デ
ビ
ュ
ー
。
し
か

し
今
は
、
も
う
攻
撃
デ
ビ
ュ
ー
の
時
代

で
す
ヨ
」
介
昇
作
詞
家
の
石
坂
ま
さ
李
氏

が
祖
国
る
よ
う
に
、
レ
コ
ー
ド
会
柱
、
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
か
ら
ス
カ
ウ
ト
さ

れ
る
の
を
じ
っ
と
待
っ
て
い
る
だ
け
で

は
ダ
メ
。
国
分
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
売
り

込
む
、
即
ち
自
分
自
身
を
プ
ロ
モ
ー
ト

す
る
時
代
な
の
だ
そ
う
だ
。
レ
コ
ー
ド

は
大
き
な
昧
方
、
一
枚
あ
れ
ば
レ
コ
ー

「
四
+
七
人
の
人
逮
が
府
首
で
競
業
と
同
時
に
上
京
、
ク
ラ
ブ
、
キ
ャ
パ
か
り
易
し
育
っ
た
わ
け
で
も
あ
る
ま
い

一
っ
て
い
る
と
思
う
と
ま
す
ま
す
フ
ァ
イ
レ
ー
な
ど
で
歌
い
な
が
ら
勉
強
世
話
腕
け
が
演
歌
が
大
好
き
。
ナ
ツ
メ
ロ
、
軍
歌

一
ト
が
湧
い
て
き
ま
す
」
と
い
う
森
京
子
て
い
え
「
拶
は
あ
り
ま
し
た
が
、
い
室
口
わ
せ
て
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
1
0
0

し

一

辛
ん
(
よ

γ写
真
、
ほ
乙
や
ん
だ
口
元
つ
デ
ビ
ュ
ー
で
き
る
か
わ
か
b
な

い

不

曲

。

…
一
一
に
真
っ
白
な
歯
が
乙
ぼ
れ
る
。
今
回
の
安
感
が
い
つ
も
つ
き
ま
と
っ
て
い
ま
し
「
名
前
存
で
キ
ャ
l
、
キ
ャ
l
騒
…
…

ー
「
t
a
l
l
i
-
-
1
1ー
ー

1
I
l
l
i
-
-

が
れ
る
歌
手
よ
り
、
地
味
な
が
ら
レ
コ

日…

↓

森

京

子

さ

ん

l
ぷ

索

、

ヒ

ッ

ト

ぞ

ら

え

る

…

-
E
l
l
1
1
1じ
い
卜

|lir--

歌
手
に
・
」
有
名
無
実
歌
手
は
ゴ
メ
ン

4
4

一
色

幽

で

一

番

に

大

手

の

レ

コ

ー

ド

会

社

だ

と

い

う

し

っ

か

り

し

?

考

え

の

持

ち

ツ

一

R

V
C

か

ら

秀

吉

さ

れ

左

フ

ッ

キ

主

だ

が

、

Z
2う
な
フ
レ
ッ
シ
ュ

ロ

一
フ
一

l
・
ガ
l
ル
。

さ
が
失
わ
れ
て
な
い
と
こ
ろ
が
実
に
、

一

「
君
乙
モ
ス
タ
l
F
7・
」

で

チ

ャ

ン

好

も

し

い

。
六
月
の
デ
ビ
ュ
ー
ま
で
に

ピ

オ

ン

の

鹿

を

獲

樽

、

自

信

を

つ

け

た

全

国

二
周
す
る
旅
が
、
ま
た
明
ロ
か
ら

彼
交
は
、
徳
島
の
三
好

燦

業

高

校

を

卒

続

け

ら

れ

る

。

で
ね
。
k
e
そ
れ
に
し
て
も
、
イ
ス
ラ
エ

ル
と
い
う
の
け
可
決
し
て
平
隠
無
事

な
固
で
は
な
か
っ
た
は
ず
な
の
に
、

す
っ
と
く
平
想
セ
う
ね
。

A

e
そ
う
ね
。
彼
ら
の
生
き
ざ
ま

は
そ
の
平
穏
で
な
い
社
会
へ
の
反
動

な
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
イ
ス

ラ
エ
ル
と
い
う
国
の
政
治
的
背
無
の

抽
出
写
が
全
て
な
か
っ
た
。

K

・
だ
か
ら
、
鰻
初
見
た
時
、
イ

ス
ラ
エ
ル
だ
と
知
り
つ
つ
も
、
ア
レ

ッ
、
ア
メ
リ
カ
が
舞
台
な
の
か
、
な
ん

. 、，

近
く
て
速
い
の
は
歌
手
の
漕
・
音
に

比
ベ
テ
レ
ビ
の
歌
手
発
掘
番
組
や
レ
コ

ド
会
社
の
オ
」
プ
ィ
シ
ョ
ン
、
コ
ン
ク

ー
ル
と
、
た
し
か
に
歌
手
へ
の
門
一
戸
は

開
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
一
枚
の
レ
コ

ー
ド
を
出
す
ま
で
の
道
程
は
ま
だ
ま
だ

透
く
厳
し
い
の
が
現
状
が
、
レ
コ
|

工
在
や
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
レ
コ

ー
デ
ィ
ン
グ
の
話
が
衆
る
の
を
じ
っ
と

指
を
く
わ
え
て
待
っ
て
い
る
の
は
、
も

う
ナ
ン
セ
ン
ス
。
自
分
で
レ
コ
ー
ド
を

作
り
、
大
手
レ
コ
ー
ド
会
社
に
貿
つ
で

も
ら
い
、
売
っ
て
も
、
b
つ
マ
イ
レ
コ
ー

ド
の
時
代
だ
〆
と
呼
び
か
け
希
望
者
を

募
っ
た
の
が
「
フ
ァ
一
一
1

・
キ
ャ
ッ
ト
」

(
璽
京
・
新
宿
・
資
本
金
二
千
万
円
)

の
鈴
木
三
樹
男
代
表
。
北
は
北
海
道
か

ら
南
は
沖
縄
ま
で
、
応
募
し
て
来
た
七

百
人
の
中
か
ら
都
道
府
県
の
代
表
四
十

七
人
を
演
出
し
、
先
ほ
ど
レ
コ
|
デ
ィ

グ
を
終
え
た
ば
か
り
人
数
も
四
十
七

人
、
吉
良
邸
骨
子
り
ぬ
レ
コ
ー
ド
界
に
殴

一
月
中
旬
現
在
、
村
木
皿
四
百
の
歌
う

り
込
み
を
か
け
さ
っ
と
い
う
も
の
3
1
1
↑
「
お
や
じ
の
海
」
の
レ
コ
ー
ド
売
り
上

旬
辱
の
幕
開
け
と
と
も
に
、
レ
コ
l
一

t
Eげ
枚
数
は
七
十
万
、
パ
ラ
ク
l
ダ
の
「
日

ド
界
に
も
ひ
と
波
乱
あ
り
を
つ
な
気
町
-

41il一
本
全
国
酒
飲
み
音
頭
」
十
五
万
1

古
〈

一
は
フ
ォ
ー
ク
・
ク
ル
セ
イ
ダ

l
ス
の

一
「
帰
っ
て
来
た
ヨ
ッ
パ
ラ
イ
」
百
五
十

一
万
、
ぴ
ん
か
や
卜
リ
オ
の
「
女
の
み
ち
」

た
」
と
d
d一時
を
長
り
返
る
彼
女
。
自
費

で
レ
コ
ー
ド
を
出
し
た
と
た
ん
に
乙
の

幸
現
マ
イ
レ
コ
ー
ド
係
々
と
い
っ
た

と
乙
ろ
。

ふ
る
里
は
山
の
中
、
民
放
テ
レ
ビ
の

仙
一
授
が
あ
ま
り
介
芝
か
ず
、

N
H
K
ば

こ
に
か
ら
ま
る
友
達
同
士
の
誤
解
、

そ
し
て
和
解
し
て
・
ワ
ま
く
い
く
。

A

彼
ら
の
年
令
宇
品
川
オ
年
と
ら

せ
て
映
画
を
つ
く
る
と
し
た
ら
、
い

や
ら
し
い
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う

ね
。k
:
さ
し
ず
め
、
母
メ
ロ
っ
て
感

じ
ね
。
で
b
tう
な
ら
な
い
の
は
若

さ
ゆ
え
か
し
ら
。

A
e

あ
の
タ
ミ
l
は
、
い
つ
も
客

観
的
に
娠
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
け

ど
、
ベ
ン
ジ
!
と
け
ん
か
を
し
た
後
、

平
気
で
プ
レ
イ
ポ
l
イ
の
ポ
ピ
!
と

恋
に
描
く
青
春
の
哀
歓

ミ
カ
ル
に

良
き
時
代
コ

う
の
ね
。

K
-
彼
ら
の
や
っ
て
い
る
乙
と

は
、
者
さ
ゆ
え
の
一
泊
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
発
散
な
の
だ
ろ
・
つ
け
れ
ど
、
何

か
パ
カ
ゲ
て
い
る
と
い
う
思
じ
が
す

る
の
ね
。A:だ
か
ら
二
番
閉
じ
で
い
い
と

い
っ
て
る
の
よ
。
私
た
ち
も
あ
あ
い

う
時
代
玄
つ
だ
こ
れ
は
一
つ
の

盛
長
過
程
な
ん
だ
な
あ
と
思
う
意
味

ず
湯
覚
し
て
し
ま
-
つ
の
ね
。

A

e
そ
れ
に
し
て
も
、
パ
ッ
ク
に

流
れ
る
胞
は
な
つ
か
し
い
わ
ね
。

k
e
そ
う
ね
。
い
つ
の
時
代
と
い

う
の
を
は
っ
き
り
思
い
出
す
の
で
は

な
い
け
れ
ど
。
で
も
、
ス
ト
ー
リ
ー

の
侮
成
は
本
当
に
尚
早
純
な
も
の
ね
。

き
れ
い
な
女
の
子
、
タ
ミ
l
に
一
回

ぼ
れ
し
た
ベ
ン
ジ
ー
が
何
が
何
で
も

彼
女
砂
恋
人
に
し
よ
う
と
す
る
。
そ

連
れ
だ
っ
イ
」
く
る
で
し
ょ
う
。
一人

い
い
子
み
た
い
だ
け
ど
、
ア
ホ
に
な

っ
て
る
連
中
の
と
乙
ろ
へ
も
一
緒
に

行
く
、
ち
ょ
っ
と
チ
グ
ハ
グ
ね
。
向

か
今
季
品
開
の
子
と
つ
皇
国
っ
た
こ

と
の
無
い
平
み
た
い
。
そ
の
点
、
ヒ

ュ
1
イ
は
実
に
人
間
味
が
あ
っ
た
。

K
:
・
両
親
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
も
面

白
か
っ
た
。
親
は
親
で
友
達
同
士
で

ト
ラ
ン
プ
や
っ
て
楽
し
ん
で
る
。
片

や
平
少
』
も
は
平
左
も
で
悩
み
な
が
ら

ア
ホ
に
な
っ
て
騒
ぐ
し
。日
ぶ
に
は
、

な
か
な
か
無
い
ん
じ
ゃ
な
い
。

A
、
団
間
近
の
あ
の
年
代
の
子
は
、

向
か
、
陰
湿
な
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の

に
は
、
何
も
無
い
ん
だ
も
の
。
二
番

附
じ
で
も
議
し
い
か
ら
娯
楽
映
画
と

し
て
は
と
て
も
い
い
と
忠
う
の
よ
。

K

と
い
う
乙
と
は
、
現
象
の
み

を
と
ら
え
て
い
る
新
聞
記
事
と
同
じ

でもベンジーと卒業パーティーでみんなフィーパーした
タミーlま・・・一

ね
。k
a
と
ど
の
つ
ま
り
、
古
き
良
き

懐
し
き
時
代
を
思
い
出
す
政
幽
な
の

ね
。Ae
そ
う
、
映
画
そ
の
も
の
根
底

よ
う
な
も
の
な
の
か
も
ね
。

(
日
本
へ
一
フ
ル
ド
殴
聞
配
給

間
三
一
分
)

tta--..... ，，.
&
v

・

親
し
み
歌
わ
れ
た
・
っ
た
が
あ
る
。
こ
の

レ
コ
ー
ド
は
、
昭
和
二
十
年
の
「
見
て

と
ざ
る
」
か
ら
五
十
四
年
の
「
ビ
ュ
ー

テ
ィ
フ
ル
ネ
l
ム
」
ま
で
、
一
年
に
一

戦

後

子

供

の

う

た

ベ
ス
ト
お
曲

時

五交 3オ持
勢最七zよ室長
11i8F;2 
rjij 

作
、
お
曲
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
年
代
順
に

収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
宍
子

供
の
款
の
戦
後
史
h
y
b
い
え
る
。

終
戦
の
荒
廃
と
混
乱
の
中
に
流
れ
た

リ
ズ
ミ
ァ
ク
で
明
る
い
川
田
正
子
の
歌

う
「
鼠
平
」
と
ざ
る
」
、

g
田
織
の
名
司

会
で
人
気
の
あ
っ
た
N
H
K
の
コ
ニ
つ

の
歌
」

(
M年
)
、
連
続
放
送
劇
H
新

諸
国
物
語
u
の
中
の
「
笛
吹
積
子
」
(幻

年
)
と
「
紅
孔
雀
」
(
初
年
)
の
テ
l
マ

ソ
ン
グ
。
今
は
十
量
昇
J

ト
ウ
ハ
チ
ロ
l

の
名
作
「
小
さ
い
秋
み
つ
け
た
」
(
幻

年
)
、
子
供
も
大
人
も
共
に
歌
い
楽
し

ん
だ
「
黒
ネ
コ
の
タ
ン
ゴ
」
(
“
年
)

や
「
お
よ
げ
/
た
い
や
き
く
ん
」
(
閃

年
)
、

N
H
K
Nみ
ん
な
の
う
た
u
で

紹
介
さ
れ
、
レ
コ
ー
ド
会
社
十
一
社
の

競
作
と
な
り
一話
題
字
呼
ん
だ
「
山
口
さ

ん
ち
の
ツ
ト
ム
君
」
(
日
年
)
と
、
聴

く
者
そ
れ
ぞ
れ
に
随
に
ま
つ
わ
る
思
い

は
準
♀
~
ろ
う
が
、
大
人
も
子
供
も
一

緒
に
楽
し
め
る
レ
コ
ー
ド
だ
。

幻
世
紀
。み
づ
き
ち
ゃ
ん
に
は
、

お
嫁
さ
ん
に
な
る
、

は
る
か
な
季
節
で
す
が
:
勺

東
京
ガ
ス
に
と
っ
て
は
バ
7

日
“
の
、
}
と
な
の
で
す
勺

あ

と

初

年

、

て

却

世

紀

も

終

り

ま

す

、

そ

し

て

そ

の

導

入

先

は

ア
ラ
ス
カ
、
プ
ル
、
み
イ
、

別

世

紀

。

東

京

ガ

ス

は

句

i
-
T
-
J
u
-
-
、、』
'
U

9
“A
U
φ
不

l
L
+
J
2
1

ア

プ

ダ

ピ

で

す

が

、

昭

和

同

年

に

は

マ

レ

l

ま

で

ガ

ス

の

あ

る

非

ら

し

を

守

る

た

め

に

さ
ら
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

カ

シ
ア
か
ら
、

タ
ー
ル
、

ソ

連

の

ヤ

ク

!

チ

ャ

な

ど

か

ら

の

導

入

も

検

討

，し

て

い

ま

す

。

東

京

ガ

ス

は

こ
う
し
て
原
料
を
確
保
す
る
一
方
、
幻
世
紀
へ

向

け

て

、

首

都

圏

へ

の

ガ

ス

輸

送

の

た

め

の

主

要

導

管

網

の

整

備

も

完

了

し

ま

し

た

。

そ

し
て
さ
ら
に
、

L
N
G工
場

の

増

強

を

す

す

め

る

な

ど

、

長

期

安

定

供

給

の

た

め

に

懸

命

の

努
力
を
つ
づ

け
て
い
ま
す
。


